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開　催　地

日　　　程
受　　　付

プログラム

交通費補助
受 付 会 場

注　　　意

ポートアイランドキャンパス

2016 年 11月 3日（木・祝）
D号館 1階コミュニケーションモール

有瀬キャンパス

2016 年 11月 5日（土）
9号館 3階ロビー

10：00～

10：00～
11：00～13：00

13：00～

受付開始（12時まで）
大学見学会パンフレット、模擬店や食堂体験で利用する金券チケット
等をお渡ししますので、必ずお立ち寄りください。
大学祭スタート
食堂体験
ポートアイランドキャンパス：フードコートシーガル（Ｄ号館１階）
有瀬キャンパス：レストランハーフタイム（9号館3階）（予定）
①～④いずれか一つお選びください。
①就職全体説明会（13：00～14：00）
2016年の就職環境と保護者の役割　講師：㈱マイナビ
就職個別懇談（14：00～ 2時間程度）※希望者のみ

②キャンパス見学ツアー（13：00～14：00）
学生による講義室、図書館などの見学ツアー

③キャンパス見学ツアー（14：30～15：30）
学生による講義室、図書館などの見学ツアー

④大学祭見学（自由見学）

D号館 1階 101講義室
（11:30～ 12:30）

9号館 2階 921講義室
（11:30～ 12:30）

・本学の駐車場は利用できません。電車・バスをご利用ください。
・所属支部の専用バスで来学される場合は、支部の行程表をご確認のうえ、参加コースをお選びください。
・申込受付の返信はいたしませんので、当日会場までお越しください。
 また、申込み受付終了後の内容変更・キャンセルにつきましては、11月2日（水）までに
 教育後援会事務局（078-974-6195）にご連絡をお願いします。

正 門

・交通費補助対象の支部については、22ページでご確認ください。
・必ず上記時間内にお越しください。時間外につきましては、対応致しかねますので、ご了承ください。
・事前に参加申し込みされたご家族分（人数分）のみ交通費の補助対象となります。

　今年度も両キャンパスで開催されます135フェスティバル（大学祭）にあわせて、『教育後援会大学見学会』を
開催いたします。専用バスのご用意や交通費の補助を行う支部もございますので、この機会をご利用いただき、普
段見ることのないお子様の大学生活をご覧ください。
　下記の内容をご確認の上、参加を希望される方は同封のハガキにて10月７日（金）までにお申し込みください。
皆様のご参加をお待ちしております。

９号館
会　場

Ｄ号館
会　場

教育後援会 大学見学会の開催
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教
育
後
援
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
、
神
戸
学
院
大
学
に
対
し
て
格

別
な
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
た
び
岡
田
豊
基
前
学
長
の
後
を

受
け
て
、
神
戸
学
院
大
学
学
長
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
佐
藤
雅
美
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、
法
学
部
長
、
副
学
長
、
共
通
教
育
機
構

長
、
全
学
教
育
推
進
機
構
長
な
ど
を
歴
任
し
て

き
ま
し
た
経
験
を
生
か
し
て
、
大
学
の
今
後
の

発
展
の
た
め
に
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
誠

心
誠
意
、
注
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
神
戸
学
院
大
学
は
、
初
代
学
長
・
森
茂
樹
博

士
の
下
、
「
真
理
愛
好
・
個
性
尊
重
」
を
建
学

の
精
神
と
し
て
掲
げ
、
１
９
６
６
（
昭
和
41
）

年
に
栄
養
学
部
の
単
科
大
学
と
し
て
、
わ
ず
か

１
０
０
名
の
入
学
者
を
得
て
、
そ
の
歴
史
を
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
大
学
創
立
50
周
年
を

迎
え
た
現
在
で
は
、
２
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
９

学
部
・
７
研
究
科
、
学
生
数
１
万
人
を
擁
す
る

神
戸
市
内
で
は
最
大
規
模
の
文
理
総
合
私
立
大

学
に
発
展
い
た
し
ま
し
た
。
大
学
50
年
の
最
大

の
財
産
（
宝
）
で
あ
る
卒
業
生
は
８
万
人
に
の

ぼ
り
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

海
外
で
世
界
的
な
研
究
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
々
、
一
部
上
場
企
業
の
ト
ッ
プ
に
な
ら

れ
た
方
々
な
ど
も
注
目
す
べ
き
で
す
が
、
何
と

い
っ
て
も
、
企
業
の
一
員
と
し
て
、
あ
る
い
は

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
し
て
、
日
々
地
道

に
活
動
さ
れ
て
い
る
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
活
躍

が
、
大
学
の
社
会
的
評
価
の
基
礎
に
な
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
神
戸
学
院
大

学
で
の
４
年
間
（
あ
る
い
は
６
年
間
）
の
キ
ャ

ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
通
じ
て
、
自
ら
の
成
長
を
実

感
し
、
自
信
を
持
っ
て
社
会
に
旅
立
っ
て
く
れ

る
卒
業
生
を
継
続
的
に
生
み
出
し
て
い
く
こ
と

が
、
神
戸
学
院
大
学
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
私
が
神
戸
学
院
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
て
今
年

で
29
年
目
に
な
り
ま
す
。
20
世
紀
か
ら
21
世
紀

へ
、
ケ
ー
タ
イ
、
ス
マ
ホ
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
機
器
の

普
及
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル
と
し

て
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
広
が
り
な
ど
、
社
会
は
大
き
く

変
化
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
が
長
年
に

わ
た
っ
て
神
戸
学
院
の
学
生
と
接
し
て
き
て
思

う
の
は
、
今
も
昔
も
、
神
戸
学
院
の
学
生
は
素

直
で
真
面
目
、
そ
し
て
正
義
感
が
強
い
、
し
か

し
、
少
し
ば
か
り
要
領
が
悪
く
、
自
己
ア
ピ
ー

ル
が
弱
い
、
と
い
う
点
で
は
変
わ
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
実
は
、
彼
ら
に
大
き
な

「
伸
び
し
ろ
」
が
あ
る
こ
と
を
も
意
味
し
ま

す
。
こ
の
「
伸
び
し
ろ
」
に
働
き
か
け
、
学
生

諸
君
に
自
ら
の
可
能
性
に
気
づ
い
て
も
ら
い
、

学
ぶ
こ
と
の
意
義
、
楽
し
さ
、
期
待
感
を
実
感

し
、
他
人
と
の
比
較
で
は
な
く
自
分
の
た
め
に

「
目
標
」
を
立
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
頑
張
り

続
け
る
モ
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
、
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
自
ら

の
成
長
を
実
感
し
、
自
信
を
持
っ
て
社
会
に
羽

ば
た
く
こ
と
を
可
能
に
す
る
、
そ
の
よ
う
な
教

育
を
展
開
す
る
こ
と
が
神
戸
学
院
大
学
の
あ
る

べ
き
教
育
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
右
の
よ
う
な
認
識
に
も
と
づ

き
、
建
学
の
精
神
「
真
理
愛
好
・
個
性
尊
重
」

お
よ
び
「
神
戸
学
院
大
学
憲
章
」
に
立
ち
返
り

つ
つ
、
法
人
１
０
０
周
年
を
機
に
策
定
い
た
し

ま
し
た
「
中
期
行
動
計
画
」
の
実
施
と
点
検
を

誠
実
に
行
い
、
さ
ら
に
は
本
年
、
大
学
創
立
50

周
年
に
あ
た
っ
て
発
表
い
た
し
ま
し
た
「
未
来

50
年―

―

神
戸
学
院
大
学
が
進
む
べ
き
道
筋
」

で
示
さ
れ
た
諸
施
策
を
着
実
に
実
行
に
移
し
て

い
く
こ
と
、
そ
の
こ
と
が
学
生
諸
君
の
成
長
を

促
し
、
大
学
が
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
存
在
で

あ
り
続
け
る
た
め
に
な
す
べ
き
最
低
限
の
使
命

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
教
育
後
援
会
の
皆
様
に
は
、
従
前
よ
り
、
役

員
会
、
大
学
見
学
会
、
各
地
で
の
教
育
後
援
会

総
会
・
教
育
懇
談
会
な
ど
を
通
じ
て
、
本
学
の

在
り
方
や
運
営
に
つ
い
て
、
様
々
な
ご
意
見
を

頂
戴
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
学
生

の
成
長
を
促
し
、
学
生
自
身
が
そ
の
成
長
を
実

感
で
き
る
よ
う
な
大
学
の
在
り
方
を
追
求
し
て

い
く
う
え
で
、
教
育
後
援
会
と
大
学
の
絆
を
一

層
強
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の

皆
様
に
は
神
戸
学
院
大
学
に
対
し
て
こ
れ
ま
で

以
上
に
ご
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
い
っ
そ

う
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
教
育
後
援
会
の

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
か

ら
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

神
戸
学
院
大
学

　
　
　
学
長　

佐
藤 

雅
美

新
学
長 

ご
挨
拶

Contents
新学長 ご挨拶　　神戸学院大学　学長　佐藤 雅美

特 集
第47回教育後援会　総会

2016年度教育後援会　支部総会・教育懇談会の開催

大学創立50周年記念寄付事業

教育後援会 TOPICS

速報
第11回世界男子ジュニア選手権大会（ソフトボール）　無敗の完全制覇

CAMPUS TOPICS
●大学人事　●大学創立５０周年の記念式典・祝賀会を開催

就職活動のスタートに備えて

学生Topics
●学生チャレンジプロジェクト　●学生の活躍

事務室 Information
●学費分納について　●奨学金の貸与・支給を受けている方へ
●日本学生支援機構奨学金の継続手続きについて
●自転車保険について
●交換・派遣留学生募集のお知らせおよびTOEFL・IELTS受験案内
●2017年度学部入試日程
●神戸学院大学平成27年度決算および平成28年度予算について

THE 49th 135 FESTIVAL

グリーンフェスティバル／土曜公開講座

大学見学会　支部からのご案内

裏表紙
大学見学会のご案内
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11
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22

本学は2016（平成28）年に
創立50周年を迎えます。
学名でもある「神戸」を象徴
する海を、青の波のライン
で表現。
生命の起源である海の「創
造性」や、神戸から世界につ
ながる「グローバル」の意味
も込めます。50年、100年
と積み重ねる伝統とともに、
大きく開かれた挑戦の
フィールドがあることを訴
求します。

神戸学院大学
創立50周年記念
ロゴマーク
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教
育
後
援
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
、
神
戸
学
院
大
学
に
対
し
て
格

別
な
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
た
び
岡
田
豊
基
前
学
長
の
後
を

受
け
て
、
神
戸
学
院
大
学
学
長
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
佐
藤
雅
美
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、
法
学
部
長
、
副
学
長
、
共
通
教
育
機
構

長
、
全
学
教
育
推
進
機
構
長
な
ど
を
歴
任
し
て

き
ま
し
た
経
験
を
生
か
し
て
、
大
学
の
今
後
の

発
展
の
た
め
に
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
誠

心
誠
意
、
注
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
神
戸
学
院
大
学
は
、
初
代
学
長
・
森
茂
樹
博

士
の
下
、
「
真
理
愛
好
・
個
性
尊
重
」
を
建
学

の
精
神
と
し
て
掲
げ
、
１
９
６
６
（
昭
和
41
）

年
に
栄
養
学
部
の
単
科
大
学
と
し
て
、
わ
ず
か

１
０
０
名
の
入
学
者
を
得
て
、
そ
の
歴
史
を
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
大
学
創
立
50
周
年
を

迎
え
た
現
在
で
は
、
２
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
９

学
部
・
７
研
究
科
、
学
生
数
１
万
人
を
擁
す
る

神
戸
市
内
で
は
最
大
規
模
の
文
理
総
合
私
立
大

学
に
発
展
い
た
し
ま
し
た
。
大
学
50
年
の
最
大

の
財
産
（
宝
）
で
あ
る
卒
業
生
は
８
万
人
に
の

ぼ
り
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

海
外
で
世
界
的
な
研
究
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
々
、
一
部
上
場
企
業
の
ト
ッ
プ
に
な
ら

れ
た
方
々
な
ど
も
注
目
す
べ
き
で
す
が
、
何
と

い
っ
て
も
、
企
業
の
一
員
と
し
て
、
あ
る
い
は

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
し
て
、
日
々
地
道

に
活
動
さ
れ
て
い
る
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
活
躍

が
、
大
学
の
社
会
的
評
価
の
基
礎
に
な
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
神
戸
学
院
大

学
で
の
４
年
間
（
あ
る
い
は
６
年
間
）
の
キ
ャ

ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
通
じ
て
、
自
ら
の
成
長
を
実

感
し
、
自
信
を
持
っ
て
社
会
に
旅
立
っ
て
く
れ

る
卒
業
生
を
継
続
的
に
生
み
出
し
て
い
く
こ
と

が
、
神
戸
学
院
大
学
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
私
が
神
戸
学
院
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
て
今
年

で
29
年
目
に
な
り
ま
す
。
20
世
紀
か
ら
21
世
紀

へ
、
ケ
ー
タ
イ
、
ス
マ
ホ
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
機
器
の

普
及
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル
と
し

て
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
広
が
り
な
ど
、
社
会
は
大
き
く

変
化
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
が
長
年
に

わ
た
っ
て
神
戸
学
院
の
学
生
と
接
し
て
き
て
思

う
の
は
、
今
も
昔
も
、
神
戸
学
院
の
学
生
は
素

直
で
真
面
目
、
そ
し
て
正
義
感
が
強
い
、
し
か

し
、
少
し
ば
か
り
要
領
が
悪
く
、
自
己
ア
ピ
ー

ル
が
弱
い
、
と
い
う
点
で
は
変
わ
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
実
は
、
彼
ら
に
大
き
な

「
伸
び
し
ろ
」
が
あ
る
こ
と
を
も
意
味
し
ま

す
。
こ
の
「
伸
び
し
ろ
」
に
働
き
か
け
、
学
生

諸
君
に
自
ら
の
可
能
性
に
気
づ
い
て
も
ら
い
、

学
ぶ
こ
と
の
意
義
、
楽
し
さ
、
期
待
感
を
実
感

し
、
他
人
と
の
比
較
で
は
な
く
自
分
の
た
め
に

「
目
標
」
を
立
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
頑
張
り

続
け
る
モ
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
、
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
自
ら

の
成
長
を
実
感
し
、
自
信
を
持
っ
て
社
会
に
羽

ば
た
く
こ
と
を
可
能
に
す
る
、
そ
の
よ
う
な
教

育
を
展
開
す
る
こ
と
が
神
戸
学
院
大
学
の
あ
る

べ
き
教
育
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
右
の
よ
う
な
認
識
に
も
と
づ

き
、
建
学
の
精
神
「
真
理
愛
好
・
個
性
尊
重
」

お
よ
び
「
神
戸
学
院
大
学
憲
章
」
に
立
ち
返
り

つ
つ
、
法
人
１
０
０
周
年
を
機
に
策
定
い
た
し

ま
し
た
「
中
期
行
動
計
画
」
の
実
施
と
点
検
を

誠
実
に
行
い
、
さ
ら
に
は
本
年
、
大
学
創
立
50

周
年
に
あ
た
っ
て
発
表
い
た
し
ま
し
た
「
未
来

50
年―

―

神
戸
学
院
大
学
が
進
む
べ
き
道
筋
」

で
示
さ
れ
た
諸
施
策
を
着
実
に
実
行
に
移
し
て

い
く
こ
と
、
そ
の
こ
と
が
学
生
諸
君
の
成
長
を

促
し
、
大
学
が
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
存
在
で

あ
り
続
け
る
た
め
に
な
す
べ
き
最
低
限
の
使
命

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
教
育
後
援
会
の
皆
様
に
は
、
従
前
よ
り
、
役

員
会
、
大
学
見
学
会
、
各
地
で
の
教
育
後
援
会

総
会
・
教
育
懇
談
会
な
ど
を
通
じ
て
、
本
学
の

在
り
方
や
運
営
に
つ
い
て
、
様
々
な
ご
意
見
を

頂
戴
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
学
生

の
成
長
を
促
し
、
学
生
自
身
が
そ
の
成
長
を
実

感
で
き
る
よ
う
な
大
学
の
在
り
方
を
追
求
し
て

い
く
う
え
で
、
教
育
後
援
会
と
大
学
の
絆
を
一

層
強
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の

皆
様
に
は
神
戸
学
院
大
学
に
対
し
て
こ
れ
ま
で

以
上
に
ご
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
い
っ
そ

う
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
教
育
後
援
会
の

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
か

ら
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

神
戸
学
院
大
学

　
　
　
学
長　

佐
藤 

雅
美

新
学
長 

ご
挨
拶

Contents
新学長 ご挨拶　　神戸学院大学　学長　佐藤 雅美

特 集
第47回教育後援会　総会

2016年度教育後援会　支部総会・教育懇談会の開催

大学創立50周年記念寄付事業

教育後援会 TOPICS

速報
第11回世界男子ジュニア選手権大会（ソフトボール）　無敗の完全制覇

CAMPUS TOPICS
●大学人事　●大学創立５０周年の記念式典・祝賀会を開催

就職活動のスタートに備えて

学生Topics
●学生チャレンジプロジェクト　●学生の活躍

事務室 Information
●学費分納について　●奨学金の貸与・支給を受けている方へ
●日本学生支援機構奨学金の継続手続きについて
●自転車保険について
●交換・派遣留学生募集のお知らせおよびTOEFL・IELTS受験案内
●2017年度学部入試日程
●神戸学院大学平成27年度決算および平成28年度予算について

THE 49th 135 FESTIVAL

グリーンフェスティバル／土曜公開講座

大学見学会　支部からのご案内

裏表紙
大学見学会のご案内

2
3

6

7

8

9
11

15

19
21
22

本学は2016（平成28）年に
創立50周年を迎えます。
学名でもある「神戸」を象徴
する海を、青の波のライン
で表現。
生命の起源である海の「創
造性」や、神戸から世界につ
ながる「グローバル」の意味
も込めます。50年、100年
と積み重ねる伝統とともに、
大きく開かれた挑戦の
フィールドがあることを訴
求します。

神戸学院大学
創立50周年記念
ロゴマーク
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第
47
回
教
育
後
援
会 

総
会

　
５
月
22
日
（
日
）、
神
戸
学
院
大
学
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
で
兵
庫
支
部
の
会
員

を
中
心
に
、
全
国
か
ら
会
員
の
皆
さ
ま
が
集
ま

り
、
第
47
回
教
育
後
援
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
総
会
終
了
後
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

就
職
説
明
会
を
開
催
し
、
就
職
活
動
の
基
礎
か

ら
保
護
者
の
心
構
え
な
ど
、
就
職
活
動
の
近
況

に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
に
兵
庫
支
部
総
会
を
開
催
し
、

昼
食
を
兼
ね
た
懇
親
会
で
は
学
部
の
先
生
方
と

交
流
を
深
め
、そ
の
後
、学
業
成
績
、学
生
生
活
、

就
職
に
関
す
る
個
別
懇
談
が
行
わ
れ
、
充
実
し

た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

特 集

議
事
の
承
認

　
以
下
の
議
事
に
つ
い
て
審
議
の
結
果
、

す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。　

❶ 

２
０
１
５
年
度　
会
務
報
告

❷ 

２
０
１
５
年
度　
会
計
決
算
報
告

❸ 

２
０
１
５
年
度　
監
査
報
告

❹ 
２
０
１
６
年
度　
事
業
計
画
（
案
）

　

 
お
よ
び　
会
務
計
画
（
案
）

❺ 

２
０
１
６
年
度　
会
計
予
算
（
案
）

❻ 

教
育
後
援
会
会
則
の
改
正

教育後援会
会 長

一岡 邦博 氏

神戸学院大学
学 長

岡田 豊基 氏

教育後援会
新会長

大石 日出雄 氏

同窓会
常任幹事長

武貞 康洋 氏

 4月 15日 （金） 会報　第138号　発行

 4月 23日 （土） 三役会議・役員会

 4月 28日 （木） 教育ガイド　発行（新入生保護者対象）

 5月 22日 （日） 教育後援会総会および兵庫支部総会・教育懇談会

 5月 29日 （日） 北陸支部総会・教育懇談会

 6月 4日 （土） 大阪支部総会・教育懇談会
    三重支部総会・教育懇談会

 6月 5日 （日） 九州北部支部総会・教育懇談会

 6月 12日 （日） 香川支部総会・教育懇談会

 6月 18日 （土） 東海支部総会・教育懇談会
    愛媛支部総会・教育懇談会

 6月 19日 （日） 京滋支部総会・教育懇談会

 6月 25日 （土） 広島支部総会・教育懇談会
    和歌山支部総会・教育懇談会

 6月 26日 （日） 山口支部総会・教育懇談会

 6月 30日 （木） 課外活動特別奨励金支給（第1回）

 7月 2日 （土） 徳島支部総会・教育懇談会
    九州南部支部総会・教育懇談会

 7月 3日 （日） 奈良支部総会・教育懇談会

 7月 9日 （土） 高知支部総会・教育懇談会

 7月 10日 （日） 山陰支部総会・教育懇談会
    岡山支部総会・教育懇談会

 7月 30日 （土） 三役会議・役員会議

 9月 2日 （金） 会報　第139号　発行

 9月 30日 （金） 課外活動奨励金支給（第1回）

 10月 31日 （月） 課外活動特別奨励金支給（第2回）

 11月 3日 （木） 大学見学会予定（KPC）

 11月 5日 （土） 大学見学会予定（KAC）
    （大学祭開催日11／3～11／6）

 1月 6日 （金） 会報　第140号　発行

 1月 31日 （火） 課外活動奨励金支給（第2回）

 2月 18日 （土） 三役会議

 3月 4日 （土） 役員会

2016年

2017年

その他：就職研究会
随　時：課外活動補助、ボランティア支援、学生食事補助
　　　　医療費補助・弔慰金・見舞金の支払い

2016年度
神戸学院大教育後援会 会務計画

2015年  4月 10日 （金） 会報　第135号　発行

 4月 25日 （土） 三役会議・役員会

 5月 1日 （金） 教育ガイド　発行（新入生保護者対象）

 5月 17日 （日） 教育後援会総会および兵庫支部総会・教育懇談会

 5月 23日 （土） 九州南部支部総会・教育懇談会

 5月 24日 （日） 北陸支部総会・教育懇談会

 5月 30日 （土） 大阪支部総会・教育懇談会
    広島支部総会・教育懇談会 

 5月 31日 （日） 宮崎地区教育懇談会

 6月 6日 （土） 三重支部総会・教育懇談会
    高知支部総会・教育懇談会

 6月 7日 （日） 九州北部支部総会・教育懇談会

 6月 13日 （土） 愛媛支部総会・教育懇談会
    東海支部総会・教育懇談会

 6月 14日 （日） 京滋支部総会・教育懇談会
    香川支部総会・教育懇談会

 6月 21日 （日） 和歌山支部総会・教育懇談会
    山口支部総会・教育懇談会

 6月 27日 （土） 徳島支部総会・教育懇談会

 6月 28日 （日） 奈良支部総会・教育懇談会

 6月 30日 （火） 課外活動特別奨励金支給（第1回）

 7月 5日 （日） 山陰支部総会・教育懇談会
    岡山支部総会・教育懇談会

 8月 1日 （土） 三役会議・支部長会議

 8月 23日 （日） 香川支部就職研究会

 8月 30日 （日） 京滋支部就職研究会
    奈良支部就職研究会

 9月 4日 （金） 会報　第136号　発行

 9月 6日 （日） 九州北部支部就職研究会

 9月 12日 （土） 九州南部支部就職研究会

 9月 30日 （水） 課外活動奨励金支給（第1回）

 10月 3日 （土） 山陰支部就職研究会

 10月 4日 （日） 岡山支部就職研究会

 10月 18日 （日） 徳島支部就職研究会

 10月 30日 （金） 課外活動特別奨励金支給（第2回）

 10月 31日 （土） 大学見学会（KPC）

 11月 3日 （火） 大学見学会（KAC）

 1月 8日 （金） 会報　第137号　発行

 1月 29日 （金） 課外活動奨励金支給（第2回）

 2月 20日 （土） 三役会議

 3月 5日 （土） 役員会

2016年

随　時：課外活動補助、ボランティア支援、学生食事補助、
　　　　医療費補助・弔慰金・見舞金の支払い

2015年度 
神戸学院大学教育後援会 会務報告

貸　借　対　照　表
2016年3月31日 神戸学院大学　教育後援会

借　　　　　　　　　　方 貸　　　　　　　　　　方
科目 本年度末 前年度末 増　　減 科　　目 本年度末 前年度末 増　　減

奨 学 金

100,000,000
0
0

85,000,000
185,000,000
20,000,000

0
7,000,000

27,000,000

6,000,000

218,000,000
0

10,000,000
70,669,278
80,669,278
2,524,000

85,000,000
0

35,000,000
65,000,000
185,000,000
20,000,000

0
7,000,000

27,000,000

3,000,000

215,000,000
0

10,000,000
65,137,829
75,137,829
2,945,000

15,000,000
0

△ 35,000,000
20,000,000

0
0
0
0

0

3,000,000
0
0

5,531,449
5,531,449
△ 421,000

0 0 0
前　受　金

（2016年度生会費）

正味財産 301,193,278 293,082,829 8,110,449

補 助 金

大 学 創 立
記 念 募 金

定 期 預 金
貸 付 信 託
国 債
普 通 預 金
小 計
定 期 預 金
貸 付 信 託
普 通 預 金

小 計

普 通 預 金

積 立 金 小 計

積　立　金

預　　　金

定 期 預 金
定 額 貯 金
普 通 預 金
小　　　　　　　　　　　計
貸　付　金
合　　　計 301,193,278 293,082,829 8,110,449 合　　計 301,193,278 293,082,829 8,110,449

1. 重要な会計方針 （1）引当金の計上基準　徴収不能引当金　未収入金・貸付金の徴収不能に備えるため、個別に見積もった徴収不能見込額を計上することとしている。
2. 徴収不能引当金の合計　4,470,000円 昨年度までの徴収不能引当金のうち、80,000円は2015年度に返還された。
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第
47
回
教
育
後
援
会 

総
会

　
５
月
22
日
（
日
）、
神
戸
学
院
大
学
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
で
兵
庫
支
部
の
会
員

を
中
心
に
、
全
国
か
ら
会
員
の
皆
さ
ま
が
集
ま

り
、
第
47
回
教
育
後
援
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
総
会
終
了
後
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

就
職
説
明
会
を
開
催
し
、
就
職
活
動
の
基
礎
か

ら
保
護
者
の
心
構
え
な
ど
、
就
職
活
動
の
近
況

に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
に
兵
庫
支
部
総
会
を
開
催
し
、

昼
食
を
兼
ね
た
懇
親
会
で
は
学
部
の
先
生
方
と

交
流
を
深
め
、そ
の
後
、学
業
成
績
、学
生
生
活
、

就
職
に
関
す
る
個
別
懇
談
が
行
わ
れ
、
充
実
し

た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

特 集

議
事
の
承
認

　
以
下
の
議
事
に
つ
い
て
審
議
の
結
果
、

す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。　

❶ 

２
０
１
５
年
度　
会
務
報
告

❷ 

２
０
１
５
年
度　
会
計
決
算
報
告

❸ 

２
０
１
５
年
度　
監
査
報
告

❹ 

２
０
１
６
年
度　
事
業
計
画
（
案
）

　

 

お
よ
び　
会
務
計
画
（
案
）

❺ 

２
０
１
６
年
度　
会
計
予
算
（
案
）

❻ 

教
育
後
援
会
会
則
の
改
正

教育後援会
会 長

一岡 邦博 氏

神戸学院大学
学 長

岡田 豊基 氏

教育後援会
新会長

大石 日出雄 氏

同窓会
常任幹事長

武貞 康洋 氏

 4月 15日 （金） 会報　第138号　発行

 4月 23日 （土） 三役会議・役員会

 4月 28日 （木） 教育ガイド　発行（新入生保護者対象）

 5月 22日 （日） 教育後援会総会および兵庫支部総会・教育懇談会

 5月 29日 （日） 北陸支部総会・教育懇談会

 6月 4日 （土） 大阪支部総会・教育懇談会
    三重支部総会・教育懇談会

 6月 5日 （日） 九州北部支部総会・教育懇談会

 6月 12日 （日） 香川支部総会・教育懇談会

 6月 18日 （土） 東海支部総会・教育懇談会
    愛媛支部総会・教育懇談会

 6月 19日 （日） 京滋支部総会・教育懇談会

 6月 25日 （土） 広島支部総会・教育懇談会
    和歌山支部総会・教育懇談会

 6月 26日 （日） 山口支部総会・教育懇談会

 6月 30日 （木） 課外活動特別奨励金支給（第1回）

 7月 2日 （土） 徳島支部総会・教育懇談会
    九州南部支部総会・教育懇談会

 7月 3日 （日） 奈良支部総会・教育懇談会

 7月 9日 （土） 高知支部総会・教育懇談会

 7月 10日 （日） 山陰支部総会・教育懇談会
    岡山支部総会・教育懇談会

 7月 30日 （土） 三役会議・役員会議

 9月 2日 （金） 会報　第139号　発行

 9月 30日 （金） 課外活動奨励金支給（第1回）

 10月 31日 （月） 課外活動特別奨励金支給（第2回）

 11月 3日 （木） 大学見学会予定（KPC）

 11月 5日 （土） 大学見学会予定（KAC）
    （大学祭開催日11／3～11／6）

 1月 6日 （金） 会報　第140号　発行

 1月 31日 （火） 課外活動奨励金支給（第2回）

 2月 18日 （土） 三役会議

 3月 4日 （土） 役員会

2016年

2017年

その他：就職研究会
随　時：課外活動補助、ボランティア支援、学生食事補助
　　　　医療費補助・弔慰金・見舞金の支払い

2016年度
神戸学院大教育後援会 会務計画

2015年  4月 10日 （金） 会報　第135号　発行

 4月 25日 （土） 三役会議・役員会

 5月 1日 （金） 教育ガイド　発行（新入生保護者対象）

 5月 17日 （日） 教育後援会総会および兵庫支部総会・教育懇談会

 5月 23日 （土） 九州南部支部総会・教育懇談会

 5月 24日 （日） 北陸支部総会・教育懇談会

 5月 30日 （土） 大阪支部総会・教育懇談会
    広島支部総会・教育懇談会 

 5月 31日 （日） 宮崎地区教育懇談会

 6月 6日 （土） 三重支部総会・教育懇談会
    高知支部総会・教育懇談会

 6月 7日 （日） 九州北部支部総会・教育懇談会

 6月 13日 （土） 愛媛支部総会・教育懇談会
    東海支部総会・教育懇談会

 6月 14日 （日） 京滋支部総会・教育懇談会
    香川支部総会・教育懇談会

 6月 21日 （日） 和歌山支部総会・教育懇談会
    山口支部総会・教育懇談会

 6月 27日 （土） 徳島支部総会・教育懇談会

 6月 28日 （日） 奈良支部総会・教育懇談会

 6月 30日 （火） 課外活動特別奨励金支給（第1回）

 7月 5日 （日） 山陰支部総会・教育懇談会
    岡山支部総会・教育懇談会

 8月 1日 （土） 三役会議・支部長会議

 8月 23日 （日） 香川支部就職研究会

 8月 30日 （日） 京滋支部就職研究会
    奈良支部就職研究会

 9月 4日 （金） 会報　第136号　発行

 9月 6日 （日） 九州北部支部就職研究会

 9月 12日 （土） 九州南部支部就職研究会

 9月 30日 （水） 課外活動奨励金支給（第1回）

 10月 3日 （土） 山陰支部就職研究会

 10月 4日 （日） 岡山支部就職研究会

 10月 18日 （日） 徳島支部就職研究会

 10月 30日 （金） 課外活動特別奨励金支給（第2回）

 10月 31日 （土） 大学見学会（KPC）

 11月 3日 （火） 大学見学会（KAC）

 1月 8日 （金） 会報　第137号　発行

 1月 29日 （金） 課外活動奨励金支給（第2回）

 2月 20日 （土） 三役会議

 3月 5日 （土） 役員会

2016年

随　時：課外活動補助、ボランティア支援、学生食事補助、
　　　　医療費補助・弔慰金・見舞金の支払い

2015年度 
神戸学院大学教育後援会 会務報告

貸　借　対　照　表
2016年3月31日 神戸学院大学　教育後援会

借　　　　　　　　　　方 貸　　　　　　　　　　方
科目 本年度末 前年度末 増　　減 科　　目 本年度末 前年度末 増　　減

奨 学 金

100,000,000
0
0

85,000,000
185,000,000
20,000,000

0
7,000,000

27,000,000

6,000,000

218,000,000
0

10,000,000
70,669,278
80,669,278
2,524,000

85,000,000
0

35,000,000
65,000,000
185,000,000
20,000,000

0
7,000,000

27,000,000

3,000,000

215,000,000
0

10,000,000
65,137,829
75,137,829
2,945,000

15,000,000
0

△ 35,000,000
20,000,000

0
0
0
0

0

3,000,000
0
0

5,531,449
5,531,449
△ 421,000

0 0 0
前　受　金

（2016年度生会費）

正味財産 301,193,278 293,082,829 8,110,449

補 助 金

大 学 創 立
記 念 募 金

定 期 預 金
貸 付 信 託
国 債
普 通 預 金
小 計
定 期 預 金
貸 付 信 託
普 通 預 金

小 計

普 通 預 金

積 立 金 小 計

積　立　金

預　　　金

定 期 預 金
定 額 貯 金
普 通 預 金
小　　　　　　　　　　　計
貸　付　金
合　　　計 301,193,278 293,082,829 8,110,449 合　　計 301,193,278 293,082,829 8,110,449

1. 重要な会計方針 （1）引当金の計上基準　徴収不能引当金　未収入金・貸付金の徴収不能に備えるため、個別に見積もった徴収不能見込額を計上することとしている。
2. 徴収不能引当金の合計　4,470,000円 昨年度までの徴収不能引当金のうち、80,000円は2015年度に返還された。
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2015年度収支決算書
2015年4月1日から2016年3月31日まで

2016年度収支予算書（案）
2016年4月1日から2017年3月31日まで

20162016

5第47回教育後援会 総会6 第47回教育後援会 総会

教育懇談会

懇親会

就職懇談会

マナビーが
お出迎え

支部総会
　
５
月
22
日
の
兵
庫
支
部
を
皮
切
り
に
、
全
国

18
支
部
で
「
大
学
と
家
庭
の
か
け
橋
」
と
し
て

教
育
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、総
勢
７
０
５
組（
支

部
の
な
い
地
区
を
含
む
）
も
の
方
々
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
大
学
の
近
況
に
つ
い
て

映
像
で
ご
覧
い
た
だ
き
、
２
０
１
６
年
に
創
立

50
周
年
を
む
か
え
、
変
貌
を
と
げ
る
大
学
の
姿

に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
個
別

懇
談
の
際
に
は
、お
子
様
の
成
績
や
大
学
生
活
、

就
職
状
況
等
に
つ
い
て
、
各
学
部
の
教
員
や

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
職
員
と
熱
心
に
懇
談
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
教
育
後
援
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
と

も
大
学
側
と
協
力
し
て
在
学
生
が
よ
り
充
実
し

た
学
生
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
秋
に
は
大
学
祭
と
同
日
に
学
生
の
キ
ャ

ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
見
学
す
る
大
学
見
学
会
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
家
族
で
お
誘

い
あ
わ
せ
の
う
え
、
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

２
０
１
６
年
度
教
育
後
援
会

支
部
総
会
・
教
育
懇
談
会
の
開
催

神戸学院大学　教育後援会

（単位  円）収入の部
科　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　　異 摘　　　　　　　　要

＠10,000×2,599人＋＠5,000×3（4/1付再入学3名）

＠5,000×7,743人　

奨学基金積立金利息　等

貸付金回収　7人分（内徴収不能引当金に係る分　80,000円）

卒業アルバム編集委員会案内送付費用　等

27,300,000

39,051,000

300,000

10,989,000

50,000

75,137,829

152,827,829

26,005,000

38,715,000

81,302

506,000

75,917

75,137,829

140,521,048

1,295,000

336,000

218,698

10,483,000

△ 25,917

0

12,306,781収入の部合計

2 0 1 5 年 度 新 入 生 会 費 収 入

2 0 1 5 年 度 在 学 生 会 費 収 入

受 取 利 息

貸 付 金 回 収 収 入

雑 収 入

※ 前 年 度 繰 越 金

（単位  円）支出の部
科　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　異 摘　　　　　　　　要

課外活動団体への補助金

奨励賞メダル　等

大学祭補助金

特別　一般

課外活動医療費補助　等

100円朝食

18支部への補助金　等

貸切バス補助　等

会場費・通信費補助　等

事務用品　等

支部総会等への役員出張　等

会報（年3回）等の送料

会報（年3回）等の印刷

役員会議・大学見学会　等

役員記念品・慶弔費　等

貸付金支払

大学見学会KPCシャトルバス貸切代

ボランティア活動の旅費補助等

〔2015年度末残高185,000,000円〕

注1

注2

18,100,000

800,000

1,500,000

10,800,000

1,500,000

2,500,000

13,100,000

4,000,000

504,501

250,000

3,300,000

3,200,000

3,500,000

2,700,000

500,000

3,500,000

240,000

1,000,000

0

3,000,000

0

　（4,501）995,499

77,837,829

152,827,829

17,132,258

532,713

1,500,000

6,830,000

832,800

1,717,125

13,100,000

3,418,500

504,501

56,023

2,952,810

2,805,357

3,061,368

1,444,009

177,819

0

0

786,487

0

3,000,000

0

80,669,278

140,521,048

967,742

267,287

0

3,970,000

667,200

782,875

0

581,500

0

193,977

347,190

394,643

438,632

1,255,991

322,181

3,500,000

240,000

213,513

0

0

0

995,499

△ 2,831,449

12,306,781支出の部合計

課 外 活 動 補 助 金 支 出

課 外 活 動 奨 励 費 支 出

大 学 祭 等 補 助 金 支 出

課 外 活 動 奨 学 金 支 出

医 療 補 助 費 等 支 出

学 生 食 事 補 助 金 等 支 出

支 部 活 動 費 支 出

大 学 見 学 会 援 助 金 支 出

支 部 就 職 研 究 会 援 助 金 支 出

消 耗 品 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

通 信 費 支 出

印 刷 費 支 出

会 議 費 支 出

そ の 他 雑 費 支 出

貸 付 金 支 払 支 出

支 払 報 酬 費 支 出

ボ ラ ン テ ィ ア 支 援 金 支 出

奨 学 基 金 積 立 金 繰 入 支 出

大 学 記 念 募 金 積 立 金 繰 入 支 出

徴 収 不 能 引 当 金 繰 入 支 出

（ 予 備 費 ）

次 年 度 繰 越 金

注1. 徴収不能引当金繰入支出については、資金の移動を伴わないため支出の部合計には含まない。　　　　注2. 予備費の使用額は次のとおりである。　支部就職研究会援助金支出　4,501円

神戸学院大学　教育後援会

（単位  円）収入の部
科　　　目 本　年　度 前　年　度 差　　異 摘　　　　　　　　要

＠10,000×入学定員×文系1.15、理系1.1（2,784人）

＠5,000×7,811人
（3月31日現在の2013・2014・2015（薬2011・2012含む）年度生の99％）

奨学基金積立金利息　等

大学創立50周年記念募金

大学創立50周年記念募金

貸付金回収（今年度貸付金3,500,000＋前年度未回収6,994,000）

卒業アルバム編集委員会案内送付費用　等

27,840,000

39,055,000

300,000

100,000,000

6,000,000

10,494,000

50,000

80,669,278

264,408,278

27,300,000

39,051,000

300,000

0

0

10,989,000

50,000

75,137,829

152,827,829

540,000

4,000

0

100,000,000

6,000,000

△　495,000

0

5,531,449

111,580,449収入の部合計

2 0 1 6 年 度 新 入 生 会 費 収 入

2 0 1 6 年 度 在 学 生 会 費 収 入

受 取 利 息

積 立 金 奨 学 金 か ら の 繰 入 収 入

大学記念募金積立金からの繰入収入

貸 付 金 回 収 収 入

雑 収 入

※ 前 年 度 繰 越 金

（単位  円）支出の部
科　　　目 本　年　度 前　年　度 差　　異 摘　　　　　　　　要

課外活動団体への補助金

奨励賞メダル　等

大学祭補助金

特別　一般

課外活動医療費補助　等

100円朝食

18支部への補助金　等　

貸切バス補助　等

会場費・通信費補助　等

事務用品　等

支部総会等への役員出張　等

会報（年3回）等の送料

会報（年3回）等の印刷

役員会議・大学見学会　等

役員記念品・慶弔費　等

貸付金支払

大学見学会KPCシャトルバス貸切代

ボランティア活動の旅費補助等

大学創立50周年記念募金

大学創立60周年記念募金への積立

2010年度貸付分（注

18,100,000

800,000

1,500,000

10,800,000

1,500,000

2,500,000

13,100,000

4,000,000

740,000

250,000

3,300,000

3,200,000

3,500,000

2,700,000

500,000

3,500,000

0

1,000,000

150,000,000

1,000,000

（160,000）

1,000,000

41,418,278

264,408,278

18,100,000

800,000

1,500,000

10,800,000

1,500,000

2,500,000

13,100,000

4,000,000

500,000

250,000

3,300,000

3,200,000

3,500,000

2,700,000

500,000

3,500,000

240,000

1,000,000

0

3,000,000

（0）

1,000,000

77,837,829

152,827,829

0

0

0

0

0

0

0

0

240,000

0

0

0

0

0

0

0

△ 240,000

0

150,000,000

△ 2,000,000

（160,000）

0

△ 36,419,551

111,580,449支出の部合計

課 外 活 動 補 助 金 支 出

課 外 活 動 奨 励 費 支 出

大 学 祭 等 補 助 金 支 出

課 外 活 動 奨 学 金 支 出

医 療 補 助 費 等 支 出

学 生 食 事 補 助 金 等 支 出

支 部 活 動 費 支 出

大 学 見 学 会 援 助 金 支 出

支 部 就 職 研 究 会 援 助 金 支 出

消 耗 品 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

通 信 費 支 出

印 刷 費 支 出

会 議 費 支 出

そ の 他 雑 費 支 出

貸 付 金 支 払 支 出

支 払 報 酬 費 支 出

ボ ラ ン テ ィ ア 支 援 金 支 出

大 学 記 念 募 金 支 出

大 学 記 念 募 金 積 立 金 繰 入 支 出

徴 収 不 能 引 当 金 繰 入 支 出

（ 予 備 費 ）

次 年 度 繰 越 金

（注　徴収不能引当金繰入支出については資金の移動を伴わないため、支出の部合計には計上していない

　教育後援会からの大学創立50周
年記念寄付事業の一つである、
ポートアイランドキャンパスグラウ
ンド（土グラウンド）の人工芝化およ
び防球ネットの設置が完成しました。
利用開始は2016年後期となります。
　今まで水捌けや地面の凹凸など
の課題があった土グラウンドを改
修し、広さ5,023㎡、10mの防球
ネットを備えた人工芝グラウンドに
なり、学生が授業の合間にソフト
ボールやフットサルなどボール等を
使った軽い運動などができる場所
として、新しく生まれ変わりました。
　もう一つの寄付事業である、有瀬
キャンパスの食堂の改修について
も、準備を進めており、来年の4月
から、食事を楽しむ場所、学生が憩
える場所として環境を整えていき
ます。
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2015年度収支決算書
2015年4月1日から2016年3月31日まで

2016年度収支予算書（案）
2016年4月1日から2017年3月31日まで

20162016

5第47回教育後援会 総会6 第47回教育後援会 総会

教育懇談会

懇親会

就職懇談会

マナビーが
お出迎え

支部総会
　
５
月
22
日
の
兵
庫
支
部
を
皮
切
り
に
、
全
国

18
支
部
で
「
大
学
と
家
庭
の
か
け
橋
」
と
し
て

教
育
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、総
勢
７
０
５
組（
支

部
の
な
い
地
区
を
含
む
）
も
の
方
々
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
大
学
の
近
況
に
つ
い
て

映
像
で
ご
覧
い
た
だ
き
、
２
０
１
６
年
に
創
立

50
周
年
を
む
か
え
、
変
貌
を
と
げ
る
大
学
の
姿

に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
個
別

懇
談
の
際
に
は
、お
子
様
の
成
績
や
大
学
生
活
、

就
職
状
況
等
に
つ
い
て
、
各
学
部
の
教
員
や

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
職
員
と
熱
心
に
懇
談
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
教
育
後
援
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
と

も
大
学
側
と
協
力
し
て
在
学
生
が
よ
り
充
実
し

た
学
生
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
秋
に
は
大
学
祭
と
同
日
に
学
生
の
キ
ャ

ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
見
学
す
る
大
学
見
学
会
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
家
族
で
お
誘

い
あ
わ
せ
の
う
え
、
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

２
０
１
６
年
度
教
育
後
援
会

支
部
総
会
・
教
育
懇
談
会
の
開
催

神戸学院大学　教育後援会

（単位  円）収入の部
科　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　　異 摘　　　　　　　　要

＠10,000×2,599人＋＠5,000×3（4/1付再入学3名）

＠5,000×7,743人　

奨学基金積立金利息　等

貸付金回収　7人分（内徴収不能引当金に係る分　80,000円）

卒業アルバム編集委員会案内送付費用　等

27,300,000

39,051,000

300,000

10,989,000

50,000

75,137,829

152,827,829

26,005,000

38,715,000

81,302

506,000

75,917

75,137,829

140,521,048

1,295,000

336,000

218,698

10,483,000

△ 25,917

0

12,306,781収入の部合計

2 0 1 5 年 度 新 入 生 会 費 収 入

2 0 1 5 年 度 在 学 生 会 費 収 入

受 取 利 息

貸 付 金 回 収 収 入

雑 収 入

※ 前 年 度 繰 越 金

（単位  円）支出の部
科　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　異 摘　　　　　　　　要

課外活動団体への補助金

奨励賞メダル　等

大学祭補助金

特別　一般

課外活動医療費補助　等

100円朝食

18支部への補助金　等

貸切バス補助　等

会場費・通信費補助　等

事務用品　等

支部総会等への役員出張　等

会報（年3回）等の送料

会報（年3回）等の印刷

役員会議・大学見学会　等

役員記念品・慶弔費　等

貸付金支払

大学見学会KPCシャトルバス貸切代

ボランティア活動の旅費補助等

〔2015年度末残高185,000,000円〕

注1

注2

18,100,000

800,000

1,500,000

10,800,000

1,500,000

2,500,000

13,100,000

4,000,000

504,501

250,000

3,300,000

3,200,000

3,500,000

2,700,000

500,000

3,500,000

240,000

1,000,000

0

3,000,000

0

　（4,501）995,499

77,837,829

152,827,829

17,132,258

532,713

1,500,000

6,830,000

832,800

1,717,125

13,100,000

3,418,500

504,501

56,023

2,952,810

2,805,357

3,061,368

1,444,009

177,819

0

0

786,487

0

3,000,000

0

80,669,278

140,521,048

967,742

267,287

0

3,970,000

667,200

782,875

0

581,500

0

193,977

347,190

394,643

438,632

1,255,991

322,181

3,500,000

240,000

213,513

0

0

0

995,499

△ 2,831,449

12,306,781支出の部合計

課 外 活 動 補 助 金 支 出

課 外 活 動 奨 励 費 支 出

大 学 祭 等 補 助 金 支 出

課 外 活 動 奨 学 金 支 出

医 療 補 助 費 等 支 出

学 生 食 事 補 助 金 等 支 出

支 部 活 動 費 支 出

大 学 見 学 会 援 助 金 支 出

支 部 就 職 研 究 会 援 助 金 支 出

消 耗 品 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

通 信 費 支 出

印 刷 費 支 出

会 議 費 支 出

そ の 他 雑 費 支 出

貸 付 金 支 払 支 出

支 払 報 酬 費 支 出

ボ ラ ン テ ィ ア 支 援 金 支 出

奨 学 基 金 積 立 金 繰 入 支 出

大 学 記 念 募 金 積 立 金 繰 入 支 出

徴 収 不 能 引 当 金 繰 入 支 出

（ 予 備 費 ）

次 年 度 繰 越 金

注1. 徴収不能引当金繰入支出については、資金の移動を伴わないため支出の部合計には含まない。　　　　注2. 予備費の使用額は次のとおりである。　支部就職研究会援助金支出　4,501円

神戸学院大学　教育後援会

（単位  円）収入の部
科　　　目 本　年　度 前　年　度 差　　異 摘　　　　　　　　要

＠10,000×入学定員×文系1.15、理系1.1（2,784人）

＠5,000×7,811人
（3月31日現在の2013・2014・2015（薬2011・2012含む）年度生の99％）

奨学基金積立金利息　等

大学創立50周年記念募金

大学創立50周年記念募金

貸付金回収（今年度貸付金3,500,000＋前年度未回収6,994,000）

卒業アルバム編集委員会案内送付費用　等

27,840,000

39,055,000

300,000

100,000,000

6,000,000

10,494,000

50,000

80,669,278

264,408,278

27,300,000

39,051,000

300,000

0

0

10,989,000

50,000

75,137,829

152,827,829

540,000

4,000

0

100,000,000

6,000,000

△　495,000

0

5,531,449

111,580,449収入の部合計

2 0 1 6 年 度 新 入 生 会 費 収 入

2 0 1 6 年 度 在 学 生 会 費 収 入

受 取 利 息

積 立 金 奨 学 金 か ら の 繰 入 収 入

大学記念募金積立金からの繰入収入

貸 付 金 回 収 収 入

雑 収 入

※ 前 年 度 繰 越 金

（単位  円）支出の部
科　　　目 本　年　度 前　年　度 差　　異 摘　　　　　　　　要

課外活動団体への補助金

奨励賞メダル　等

大学祭補助金

特別　一般

課外活動医療費補助　等

100円朝食

18支部への補助金　等　

貸切バス補助　等

会場費・通信費補助　等

事務用品　等

支部総会等への役員出張　等

会報（年3回）等の送料

会報（年3回）等の印刷

役員会議・大学見学会　等

役員記念品・慶弔費　等

貸付金支払

大学見学会KPCシャトルバス貸切代

ボランティア活動の旅費補助等

大学創立50周年記念募金

大学創立60周年記念募金への積立

2010年度貸付分（注

18,100,000

800,000

1,500,000

10,800,000

1,500,000

2,500,000

13,100,000

4,000,000

740,000

250,000

3,300,000

3,200,000

3,500,000

2,700,000

500,000

3,500,000

0

1,000,000

150,000,000

1,000,000

（160,000）

1,000,000

41,418,278

264,408,278

18,100,000

800,000

1,500,000

10,800,000

1,500,000

2,500,000

13,100,000

4,000,000

500,000

250,000

3,300,000

3,200,000

3,500,000

2,700,000

500,000

3,500,000

240,000

1,000,000

0

3,000,000

（0）

1,000,000

77,837,829

152,827,829

0

0

0

0

0

0

0

0

240,000

0

0

0

0

0

0

0

△ 240,000

0

150,000,000

△ 2,000,000

（160,000）

0

△ 36,419,551

111,580,449支出の部合計

課 外 活 動 補 助 金 支 出

課 外 活 動 奨 励 費 支 出

大 学 祭 等 補 助 金 支 出

課 外 活 動 奨 学 金 支 出

医 療 補 助 費 等 支 出

学 生 食 事 補 助 金 等 支 出

支 部 活 動 費 支 出

大 学 見 学 会 援 助 金 支 出

支 部 就 職 研 究 会 援 助 金 支 出

消 耗 品 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

通 信 費 支 出

印 刷 費 支 出

会 議 費 支 出

そ の 他 雑 費 支 出

貸 付 金 支 払 支 出

支 払 報 酬 費 支 出

ボ ラ ン テ ィ ア 支 援 金 支 出

大 学 記 念 募 金 支 出

大 学 記 念 募 金 積 立 金 繰 入 支 出

徴 収 不 能 引 当 金 繰 入 支 出

（ 予 備 費 ）

次 年 度 繰 越 金

（注　徴収不能引当金繰入支出については資金の移動を伴わないため、支出の部合計には計上していない

　教育後援会からの大学創立50周
年記念寄付事業の一つである、
ポートアイランドキャンパスグラウ
ンド（土グラウンド）の人工芝化およ
び防球ネットの設置が完成しました。
利用開始は2016年後期となります。
　今まで水捌けや地面の凹凸など
の課題があった土グラウンドを改
修し、広さ5,023㎡、10mの防球
ネットを備えた人工芝グラウンドに
なり、学生が授業の合間にソフト
ボールやフットサルなどボール等を
使った軽い運動などができる場所
として、新しく生まれ変わりました。
　もう一つの寄付事業である、有瀬
キャンパスの食堂の改修について
も、準備を進めており、来年の4月
から、食事を楽しむ場所、学生が憩
える場所として環境を整えていき
ます。

074603　神戸学院大学　教育後援会会報139号　P05-06
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7教育後援会 TOPICS

教育後援会 TOPIC
S

8 CAMPUS TOPICS

◆ 

教
育
後
援
会
課
外
活
動

　 

特
別
奨
励
生
の
決
定
に
つ
い
て

◆ 

教
育
後
援
会
課
外
活
動
奨
励
生
の

　 

決
定
に
つ
い
て

◆ 

教
育
後
援
会
課
外
活
動
援
助
金

◆ 

就
職
研
究
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
課
外
活
動
の
活
性
化
を
図
る
一
環
と
し
て
、
体
育
会
所

属
強
化
ク
ラ
ブ
３
団
体
の
部
員
19
名
に
対
し
て
、
１
人
年

額
10
万
円
〜
60
万
円
総
額
５
９
５
万
円
支
給
す
る
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
教
育
後
援
会
課
外
活
動
奨
励
生
は
、
10
名
の

出
願
が
あ
り
、
９
名
が
採
用
さ
れ
、
１
人
年
額
24
万
円
総

額
２
１
６
万
円
を
支
給
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
教
育
後
援
会
で
は
、
課
外
活
動
に
対
す
る
援
助
金
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
本
年
も
下
表
の
通
り
、
各
団
体
に
対

し
て
援
助
金
を
配
分
し
ま
し
た
。

　
既
に
開
催
さ
れ
て
い
る
支
部
も
あ
り
ま
す
が
、
就
職
研

究
会
を
下
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
各
支
部
か
ら
ご
案

内
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

C A M P U S  T O P I C S

　6月11日に神戸ポートピアホテルで大学創立50周年記念式典・祝賀会を開催しました。文部科学省、兵庫県、神戸市、明石
市、日本私立大学協会等のご来賓のほか教職員、学生の代表、卒業生ら計約
600人が出席し半世紀の節目を祝いました。
　式典において、西本誠實理事長は「後世に残る大学には、変わらぬ合理的思
考と、変化する時代の求めるものに適切に対応できることが不可欠。建学の精
神である真理愛好、個性尊重は、まさにその指針を示している」と述べました。
また、岡田豊基学長は「兵庫、神戸にふさわしい魅力のある大学として、これか
らの50年に向けて新たに第一歩を踏み出し、歩み続けること」を宣言し、文理
総合大学として学修環境の整備等、教育・研究・社会貢献等の取り組みを推進
すると表明しました。

大学創立５０周年の記念式典・祝賀会を開催

　7月30日、アメリカのミシガン州・ミッドランドで開催された「第１１回世界
ジュニア選手権大会」において、本学ソフトボール部の芦田翔さん（人文学部
１年次生）が選出されていたU１９日本代表チームが、見事世界一に輝きました。
　日本代表の優勝は、第１回大会以来３５年ぶり２度目です。
　芦田さんは決勝のニュージーランド戦を含む全8試合のうち7試合に１番、
遊撃手として出場し、日本代表の切り込み隊長として日本代表の世界一に貢
献しました。

速報　第11回世界男子ジュニア選手権大会（ソフトボール）
無敗の完全制覇

教育後援会 TOPIC
S

教育後援会課外活動援助金一覧表

体　育　会

文　化　会

学生放送局 

新   聞   会

吹 奏 楽 部

チアリーダー部

援助金合計

連盟費補助金

団　体　名 援助金額 備　考

5,705,000

3,550,000

330,000

400,000

570,000

380,000

1,680,000

4,287,000

体育会、文化会の
各本部が所属クラブ
に配分

連盟加盟団体のみ支給

独 

立 

団 
体

就職研究会
支部名

京滋支部

兵庫支部

九　　州
北部支部

山陰支部

岡山支部
徳島支部

会　場

キャンパスプラザ京都

ポートアイランド
キャンパス

ホテルオークラ福岡

米子コンベンション
センターBiG SHiP
岡山ロイヤルホテル
ホテル 千秋閣

 8月 21日

 9月 3日

 9月 11日

 10月 1日

 10月 2日
 10月 16日

地　区

京都市
下京区

神戸市

博多市

米子市

岡山市
徳島市

開催日

■発令事項
1）退任10名

大学人事 教員の役職者について次のとおり人事発令がありました。

岡田　豊基
伊藤　　茂

佐藤　雅美

塩出　省吾
山元　　弘
古田　恒輔
河合　裕一
田中　裕明
中川　昭夫
佐藤　伸明

学長
副学長
副学長
学際教育機構長
全学教育推進機構長
共通教育センター所長
教育開発センター所長
副学長
学生支援センター所長
薬学部長
教務センター所長
教職教育センター所長
入学センター所長
キャリアセンター所長
研究支援センター所長
図書館・情報支援センター所長

2）就任１1名
佐藤　雅美

塩出　省吾

清水　寛之
山﨑　裕康
古田　恒輔
岡本　篤尚
佐々木康人
宇野　文夫
中村　秀雄
市川　秀喜
中山　久憲

学長
副学長
学際教育機構長
全学教育推進機構長
教育開発センター所長
副学長
薬学部長
共通教育センター所長
教務センター所長
教職教育センター所長
入学センター所長
学生支援センター所長
キャリアセンター所長
研究支援センター所長
図書館・情報支援センター所長

写真右が芦田翔さん

074603　神戸学院大学　教育後援会会報139号　P07-08
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7教育後援会 TOPICS

教育後援会 TOPIC
S

8 CAMPUS TOPICS

◆ 

教
育
後
援
会
課
外
活
動

　 

特
別
奨
励
生
の
決
定
に
つ
い
て

◆ 

教
育
後
援
会
課
外
活
動
奨
励
生
の

　 

決
定
に
つ
い
て

◆ 

教
育
後
援
会
課
外
活
動
援
助
金

◆ 

就
職
研
究
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
課
外
活
動
の
活
性
化
を
図
る
一
環
と
し
て
、
体
育
会
所

属
強
化
ク
ラ
ブ
３
団
体
の
部
員
19
名
に
対
し
て
、
１
人
年

額
10
万
円
〜
60
万
円
総
額
５
９
５
万
円
支
給
す
る
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
教
育
後
援
会
課
外
活
動
奨
励
生
は
、
10
名
の

出
願
が
あ
り
、
９
名
が
採
用
さ
れ
、
１
人
年
額
24
万
円
総

額
２
１
６
万
円
を
支
給
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
教
育
後
援
会
で
は
、
課
外
活
動
に
対
す
る
援
助
金
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
本
年
も
下
表
の
通
り
、
各
団
体
に
対

し
て
援
助
金
を
配
分
し
ま
し
た
。

　
既
に
開
催
さ
れ
て
い
る
支
部
も
あ
り
ま
す
が
、
就
職
研

究
会
を
下
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
各
支
部
か
ら
ご
案

内
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

C A M P U S  T O P I C S

　6月11日に神戸ポートピアホテルで大学創立50周年記念式典・祝賀会を開催しました。文部科学省、兵庫県、神戸市、明石
市、日本私立大学協会等のご来賓のほか教職員、学生の代表、卒業生ら計約
600人が出席し半世紀の節目を祝いました。
　式典において、西本誠實理事長は「後世に残る大学には、変わらぬ合理的思
考と、変化する時代の求めるものに適切に対応できることが不可欠。建学の精
神である真理愛好、個性尊重は、まさにその指針を示している」と述べました。
また、岡田豊基学長は「兵庫、神戸にふさわしい魅力のある大学として、これか
らの50年に向けて新たに第一歩を踏み出し、歩み続けること」を宣言し、文理
総合大学として学修環境の整備等、教育・研究・社会貢献等の取り組みを推進
すると表明しました。

大学創立５０周年の記念式典・祝賀会を開催

　7月30日、アメリカのミシガン州・ミッドランドで開催された「第１１回世界
ジュニア選手権大会」において、本学ソフトボール部の芦田翔さん（人文学部
１年次生）が選出されていたU１９日本代表チームが、見事世界一に輝きました。
　日本代表の優勝は、第１回大会以来３５年ぶり２度目です。
　芦田さんは決勝のニュージーランド戦を含む全8試合のうち7試合に１番、
遊撃手として出場し、日本代表の切り込み隊長として日本代表の世界一に貢
献しました。

速報　第11回世界男子ジュニア選手権大会（ソフトボール）
無敗の完全制覇

教育後援会 TOPIC
S

教育後援会課外活動援助金一覧表

体　育　会

文　化　会

学生放送局 

新   聞   会

吹 奏 楽 部

チアリーダー部

援助金合計

連盟費補助金

団　体　名 援助金額 備　考

5,705,000

3,550,000

330,000

400,000

570,000

380,000

1,680,000

4,287,000

体育会、文化会の
各本部が所属クラブ
に配分

連盟加盟団体のみ支給

独 

立 

団 

体

就職研究会
支部名

京滋支部

兵庫支部

九　　州
北部支部

山陰支部

岡山支部
徳島支部

会　場

キャンパスプラザ京都

ポートアイランド
キャンパス

ホテルオークラ福岡

米子コンベンション
センターBiG SHiP
岡山ロイヤルホテル
ホテル 千秋閣

 8月 21日

 9月 3日

 9月 11日

 10月 1日

 10月 2日
 10月 16日

地　区

京都市
下京区

神戸市

博多市

米子市

岡山市
徳島市

開催日

■発令事項
1）退任10名

大学人事 教員の役職者について次のとおり人事発令がありました。

岡田　豊基
伊藤　　茂

佐藤　雅美

塩出　省吾
山元　　弘
古田　恒輔
河合　裕一
田中　裕明
中川　昭夫
佐藤　伸明

学長
副学長
副学長
学際教育機構長
全学教育推進機構長
共通教育センター所長
教育開発センター所長
副学長
学生支援センター所長
薬学部長
教務センター所長
教職教育センター所長
入学センター所長
キャリアセンター所長
研究支援センター所長
図書館・情報支援センター所長

2）就任１1名
佐藤　雅美

塩出　省吾

清水　寛之
山﨑　裕康
古田　恒輔
岡本　篤尚
佐々木康人
宇野　文夫
中村　秀雄
市川　秀喜
中山　久憲

学長
副学長
学際教育機構長
全学教育推進機構長
教育開発センター所長
副学長
薬学部長
共通教育センター所長
教務センター所長
教職教育センター所長
入学センター所長
学生支援センター所長
キャリアセンター所長
研究支援センター所長
図書館・情報支援センター所長

写真右が芦田翔さん

074603　神戸学院大学　教育後援会会報139号　P07-08
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9就職活動のスタートに備えて10 就職活動のスタートに備えて

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
発
達
と
と
も
に
就

職
活
動
の
流
れ
も
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し

た
。
本
会
報
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
昨
今
の

就
職
活
動
の
基
本
的
な
流
れ
に
つ
い
て
ご
説
明

し
ま
す
。
な
お
、
こ
こ
で
お
知
ら
せ
す
る
の
が

絶
対
で
は
な
く
、
企
業
に
よ
り
順
序
が
前
後
す

る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
省
略
さ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
現
状
を
ご
理
解

の
う
え
、
「
社
会
人
の
先
輩
」
と
し
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

❶
エ
ン
ト
リ
ー

　
企
業
に
「
関
心
が
あ
る
」
と
い
う
意
思
表
示

を
し
ま
す
。
就
職
情
報
サ
イ
ト
や
企
業
サ
イ
ト

な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
エ
ン
ト
リ
ー
を
す
る
こ
と
で

企
業
か
ら
採
用
情
報
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
会

社
説
明
会
な
ど
の
日
程
を
確
認
し
、
参
加
し
ま

す❷
会
社
説
明
会

　
企
業
の
採
用
担
当
者
が
仕
事
の
内
容
か
ら
採

用
情
報
ま
で
説
明
し
て
く
れ
る
の
が
会
社
説
明

会
で
す
。
採
用
選
考
を
受
け
る
気
持
ち
が
固

ま
っ
た
ら
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出
し
ま

す
。

❸
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
提
出

　
採
用
選
考
を
受
け
る
た
め
に
提
出
す
る
企
業

独
自
の
履
歴
書
で
す
。
志
望
動
機
、
入
社
後
の

目
標
、
学
生
生
活
、
自
己
Ｐ
Ｒ
な
ど
項
目
は
企

業
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
通
過
後
は
、
筆
記
試
験
・
面
接
と
な
り
ま

す
。

❹
筆
記
試
験
・
面
接
（
採
用
選
考
）

　
筆
記
試
験
は
、
一
般
常
識
と
職
務
へ
の
適
性

を
判
断
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｉ
（
適
性
検
査
）
な
ど
が
使

用
さ
れ
ま
す
。
面
接
は
集
団
・
個
人
・
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
種
類
が
あ
り
、

企
業
や
選
考
段
階
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

❺
内
定

　
最
終
面
接
終
了
後
、
企
業
か
ら
「
採
用
」
の

連
絡
が
あ
れ
ば
、
内
々
定
の
獲
得
。
４
年
次
生

の
10
月
以
降
、
企
業
と
学
生
の
間
で
誓
約
書
を

交
わ
し
て
初
め
て
、
正
式
な
「
内
定
」
と
な
り

ま
す
。
昨
今
「
オ
ワ
ハ
ラ
（
就
活
終
わ
れ
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
）
」
が
蔓
延
し
て
い
ま
す
。
内
々
定

を
獲
得
後
も
就
職
活
動
を
続
け
た
い
学
生
は
是

非
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
出
向
く
よ
う
に
ご
指

導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
２
０
１
７
年
３
月
卒
の
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
３
年
次
生
の
３
月
に
採
用
情
報
公
開
・
エ

ン
ト
リ
ー
受
付
、
４
年
次
生
の
６
月
選
考
開
始

と
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
は
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
業
種
や
企
業
に
よ
っ
て
多
様
化
し
て
お

り
、
依
然
厳
し
い
就
職
環
境
で
あ
る
と
認
識
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
従
来
か
ら
の
「
厳
選
採
用

（
採
用
基
準
未
満
の
学
生
は
、
採
用
予
定
人
数

に
足
り
て
い
な
く
て
も
採
用
し
な
い
方
針
）
」

傾
向
は
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
あ
ら
か
じ
め

し
っ
か
り
と
準
備
と
対
策
を
し
て
い
く
こ
と
が

強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

３
年
次
生
の
皆
さ
ん
に
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
掲
示
板
や
学
内
情
報
サ
ー
ビ
ス
・
大
学
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
就
職
支
援
・
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
の
頁
）
等
で
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
キ
ャ
リ

ア
支
援
行
事
の
開
催
を
告
知
し
、
可
能
な
限
り

参
加
す
る
よ
う
に
ご
案
内
を
し
て
お
り
ま
す
。

●
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
支
援
内
容

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
職
員
・
進
路
相
談
員
が
、
進
路
相
談
全
般

や
履
歴
書
・
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
添
削
、
面
接

指
導
な
ど
、
就
職
に
関
す
る
相
談
・
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
各
種
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
就
職
活
動
を

行
う
学
生
に
情
報
提
供
を
随
時
行
っ
て
い
ま

す
。

●
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活
用
デ
ー
タ

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
企
業
で
の
就
業
経

験
者
や
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
資
格
を

持
っ
た
職
員
を
配
置
し
て
お
り
ま
す
。
就
職
活

動
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、
相
手
（
企
業
）

が
ど
う
受
け
取
る
か
で
す
。
就
職
相
談
を
通
じ

て
第
三
者
の
視
点
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
お
り

ま
す
。
下
表
の
よ
う
に
就
職
相
談
等
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
就
職
に
つ
な
が
る
可
能
性
は
大

き
く
高
ま
り
ま
す
。

　
就
職
活
動
は
、
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
い
か
に

獲
得
し
て
い
く
か
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
将
来

の
職
業
を
考
え
、
ま
た
当
分
続
く
と
思
わ
れ
る

厳
し
い
就
職
環
境
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に

も
、
早
め
の
準
備
（
実
力
養
成
）
が
必
要
で

す
。
１
年
次
生
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

活
用
も
お
勧
め
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
積
極
的

に
訪
問
し
、
活
用
す
る
よ
う
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

就職活動は保護者のご理解とご協力が不可欠です

◆ 

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活
用

◆ 

就
職
活
動
の
流
れ

◆ 

就
職
環
境
・
採
用
動
向
に
つ
い
て

第4回就職ガイダンス

第2回SPI模試

第5回就職ガイダンス

一般常識模試

第6回就職ガイダンス

第1回グループ面接模擬演習

第1回グループディスカッション模擬演習

第7回就職ガイダンス

就活メイクレッスン（女子学生限定）

SPIテストセンター模試（Webテスト対策）　

第8回就職ガイダンス

デキる内定者との就活座談会

就活解禁直前・SPI模試

第2回グループ面接模擬演習

第2回グループディスカッション模擬演習

就活解禁直前・就職ガイダンス

学内業界説明会

学内合同企業説明会

10月上旬

10月下旬

11月上旬

11月下旬

11月下旬

11月下旬

12月上旬

12月中旬

1月中旬

1月から

1月中旬

2月上旬

2月上旬

2月下旬

2月下旬

2月下旬

2月下旬

3月中旬
※行事は諸般の事情により日程・会場の変更、取消および追加する場合があります。
　学内情報サービスや掲示板等で最新の情報を随時確認してください。

2018年3月卒対象 キャリア支援関連行事

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
３年次

17卒

企　業

準　備

学内行事予定

4年次

★★ ★ ★ ★★ ★ ★ ★ 合説 合説

内
定
式

個社選考会

スーツ等準備

自己PR作成自己分析

筆記試験対策

業界・職種・企業研究

インターンシップ

面接対策

選　考

一部企業はフライングで実施

一部企業は3月まで採用継続

★印は就職ガイダンスを表しています。

●❶イベント
●就職ガイダンス
●各種セミナー
●インターンシップ　他

●❷相　談
●キャリアセンター職員
●進路相談員

●❸ツール
●就職活動ガイドブック
●PC・プリンター環境
●Twitter
●新聞・雑誌・書籍
●先輩体験談　他

●❹求　人
●JobHunter
　（学内就職情報システム）
●合同企業説明会
●個社選考会

就職活動スケジュール

就職ガイダンス
参加回数と就職率

キャリア
センター
支援内容

ガイダンス参加数が増えるほど、就職
率も上昇。年間で１０回程度開催する
ので、可能な限り参加してください。

エントリーシート
添削の回数と就職率

エントリーシート添削の回数が増えるほど、
就職率が向上しています。添削を重ねるにつ
れ、より良いエントリーシートになっていきます。

面接練習の
回数と就職率

面接の練習も回数が増えるほど就職
率が高くなっています。面接は場数を
踏むことが大切です。

キャリアセンターでの
就職相談有無と就職率

60%

70%

80%

90%

100%

60%

70%

80%

90%

100%

60%

70%

80%

90%

100%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

70% 71%
76%

90%
95%

70%

89%

88%

79%

86%
89%

0回 0回 1～4回 5回以上 0回 1～4回 5回以上

就職相談なし 就職相談あり

1回 2～4回 4回以上

93% 19ポイントの差

074603　神戸学院大学　教育後援会会報139号　P09-10

16/063001m→070401m→071501m→080101m→
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
発
達
と
と
も
に
就

職
活
動
の
流
れ
も
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し

た
。
本
会
報
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
昨
今
の

就
職
活
動
の
基
本
的
な
流
れ
に
つ
い
て
ご
説
明

し
ま
す
。
な
お
、
こ
こ
で
お
知
ら
せ
す
る
の
が

絶
対
で
は
な
く
、
企
業
に
よ
り
順
序
が
前
後
す

る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
省
略
さ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
現
状
を
ご
理
解

の
う
え
、
「
社
会
人
の
先
輩
」
と
し
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

❶
エ
ン
ト
リ
ー

　
企
業
に
「
関
心
が
あ
る
」
と
い
う
意
思
表
示

を
し
ま
す
。
就
職
情
報
サ
イ
ト
や
企
業
サ
イ
ト

な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
エ
ン
ト
リ
ー
を
す
る
こ
と
で

企
業
か
ら
採
用
情
報
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
会

社
説
明
会
な
ど
の
日
程
を
確
認
し
、
参
加
し
ま

す❷
会
社
説
明
会

　
企
業
の
採
用
担
当
者
が
仕
事
の
内
容
か
ら
採

用
情
報
ま
で
説
明
し
て
く
れ
る
の
が
会
社
説
明

会
で
す
。
採
用
選
考
を
受
け
る
気
持
ち
が
固

ま
っ
た
ら
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出
し
ま

す
。

❸
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
提
出

　
採
用
選
考
を
受
け
る
た
め
に
提
出
す
る
企
業

独
自
の
履
歴
書
で
す
。
志
望
動
機
、
入
社
後
の

目
標
、
学
生
生
活
、
自
己
Ｐ
Ｒ
な
ど
項
目
は
企

業
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
通
過
後
は
、
筆
記
試
験
・
面
接
と
な
り
ま

す
。

❹
筆
記
試
験
・
面
接
（
採
用
選
考
）

　
筆
記
試
験
は
、
一
般
常
識
と
職
務
へ
の
適
性

を
判
断
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｉ
（
適
性
検
査
）
な
ど
が
使

用
さ
れ
ま
す
。
面
接
は
集
団
・
個
人
・
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
種
類
が
あ
り
、

企
業
や
選
考
段
階
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

❺
内
定

　
最
終
面
接
終
了
後
、
企
業
か
ら
「
採
用
」
の

連
絡
が
あ
れ
ば
、
内
々
定
の
獲
得
。
４
年
次
生

の
10
月
以
降
、
企
業
と
学
生
の
間
で
誓
約
書
を

交
わ
し
て
初
め
て
、
正
式
な
「
内
定
」
と
な
り

ま
す
。
昨
今
「
オ
ワ
ハ
ラ
（
就
活
終
わ
れ
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
）
」
が
蔓
延
し
て
い
ま
す
。
内
々
定

を
獲
得
後
も
就
職
活
動
を
続
け
た
い
学
生
は
是

非
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
出
向
く
よ
う
に
ご
指

導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
２
０
１
７
年
３
月
卒
の
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
３
年
次
生
の
３
月
に
採
用
情
報
公
開
・
エ

ン
ト
リ
ー
受
付
、
４
年
次
生
の
６
月
選
考
開
始

と
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
は
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
業
種
や
企
業
に
よ
っ
て
多
様
化
し
て
お

り
、
依
然
厳
し
い
就
職
環
境
で
あ
る
と
認
識
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
従
来
か
ら
の
「
厳
選
採
用

（
採
用
基
準
未
満
の
学
生
は
、
採
用
予
定
人
数

に
足
り
て
い
な
く
て
も
採
用
し
な
い
方
針
）
」

傾
向
は
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
あ
ら
か
じ
め

し
っ
か
り
と
準
備
と
対
策
を
し
て
い
く
こ
と
が

強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

３
年
次
生
の
皆
さ
ん
に
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
掲
示
板
や
学
内
情
報
サ
ー
ビ
ス
・
大
学
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
就
職
支
援
・
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
の
頁
）
等
で
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
キ
ャ
リ

ア
支
援
行
事
の
開
催
を
告
知
し
、
可
能
な
限
り

参
加
す
る
よ
う
に
ご
案
内
を
し
て
お
り
ま
す
。

●
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
支
援
内
容

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
職
員
・
進
路
相
談
員
が
、
進
路
相
談
全
般

や
履
歴
書
・
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
添
削
、
面
接

指
導
な
ど
、
就
職
に
関
す
る
相
談
・
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
各
種
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
就
職
活
動
を

行
う
学
生
に
情
報
提
供
を
随
時
行
っ
て
い
ま

す
。

●
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活
用
デ
ー
タ

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
企
業
で
の
就
業
経

験
者
や
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
資
格
を

持
っ
た
職
員
を
配
置
し
て
お
り
ま
す
。
就
職
活

動
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、
相
手
（
企
業
）

が
ど
う
受
け
取
る
か
で
す
。
就
職
相
談
を
通
じ

て
第
三
者
の
視
点
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
お
り

ま
す
。
下
表
の
よ
う
に
就
職
相
談
等
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
就
職
に
つ
な
が
る
可
能
性
は
大

き
く
高
ま
り
ま
す
。

　
就
職
活
動
は
、
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
い
か
に

獲
得
し
て
い
く
か
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
将
来

の
職
業
を
考
え
、
ま
た
当
分
続
く
と
思
わ
れ
る

厳
し
い
就
職
環
境
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に

も
、
早
め
の
準
備
（
実
力
養
成
）
が
必
要
で

す
。
１
年
次
生
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

活
用
も
お
勧
め
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
積
極
的

に
訪
問
し
、
活
用
す
る
よ
う
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

就職活動は保護者のご理解とご協力が不可欠です

◆ 

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活
用

◆ 

就
職
活
動
の
流
れ

◆ 

就
職
環
境
・
採
用
動
向
に
つ
い
て

第4回就職ガイダンス

第2回SPI模試

第5回就職ガイダンス

一般常識模試

第6回就職ガイダンス

第1回グループ面接模擬演習

第1回グループディスカッション模擬演習

第7回就職ガイダンス

就活メイクレッスン（女子学生限定）

SPIテストセンター模試（Webテスト対策）　

第8回就職ガイダンス

デキる内定者との就活座談会

就活解禁直前・SPI模試

第2回グループ面接模擬演習

第2回グループディスカッション模擬演習

就活解禁直前・就職ガイダンス

学内業界説明会

学内合同企業説明会

10月上旬

10月下旬

11月上旬

11月下旬

11月下旬

11月下旬

12月上旬

12月中旬

1月中旬

1月から

1月中旬

2月上旬

2月上旬

2月下旬

2月下旬

2月下旬

2月下旬

3月中旬
※行事は諸般の事情により日程・会場の変更、取消および追加する場合があります。
　学内情報サービスや掲示板等で最新の情報を随時確認してください。

2018年3月卒対象 キャリア支援関連行事

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
３年次

17卒

企　業

準　備

学内行事予定

4年次

★★ ★ ★ ★★ ★ ★ ★ 合説 合説

内
定
式

個社選考会

スーツ等準備

自己PR作成自己分析

筆記試験対策

業界・職種・企業研究

インターンシップ

面接対策

選　考

一部企業はフライングで実施

一部企業は3月まで採用継続

★印は就職ガイダンスを表しています。

●❶イベント
●就職ガイダンス
●各種セミナー
●インターンシップ　他

●❷相　談
●キャリアセンター職員
●進路相談員

●❸ツール
●就職活動ガイドブック
●PC・プリンター環境
●Twitter
●新聞・雑誌・書籍
●先輩体験談　他

●❹求　人
●JobHunter
　（学内就職情報システム）
●合同企業説明会
●個社選考会

就職活動スケジュール

就職ガイダンス
参加回数と就職率

キャリア
センター
支援内容

ガイダンス参加数が増えるほど、就職
率も上昇。年間で１０回程度開催する
ので、可能な限り参加してください。

エントリーシート
添削の回数と就職率

エントリーシート添削の回数が増えるほど、
就職率が向上しています。添削を重ねるにつ
れ、より良いエントリーシートになっていきます。

面接練習の
回数と就職率

面接の練習も回数が増えるほど就職
率が高くなっています。面接は場数を
踏むことが大切です。

キャリアセンターでの
就職相談有無と就職率

60%

70%

80%

90%

100%

60%

70%

80%

90%

100%

60%

70%

80%

90%

100%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

70% 71%
76%

90%
95%

70%

89%

88%

79%

86%
89%

0回 0回 1～4回 5回以上 0回 1～4回 5回以上

就職相談なし 就職相談あり

1回 2～4回 4回以上

93% 19ポイントの差
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本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
的
な
進
め
方
は
次
の
通

り
で
す
。

❶
学
部
学
生
２
人
以
上
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
自
分

た
ち
で
主
体
的
に
運
営
す
る
企
画
（
原
則
と
し

て
、
翌
年
２
月
末
ま
で
に
終
了
す
る
企
画
）
を
立

案
し
、
応
募
す
る
。

❷
第
一
次
選
考
（
書
類
選
考
）
、
第
二
次
選
考
（
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
通
じ
て
、
採
択
す
る
グ
ル
ー

プ
を
決
定
す
る
。

❸
採
択
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
に
助
成
金
（
企
画
内
容
ご

と
に
申
請
さ
れ
た
金
額
で
、
上
限
は
１
件
50
万

円
）
を
支
給
す
る
。

　

今
年
度
は
、
22
組
の
応
募
が
あ
り
、
書
類
選
考

（
第
一
次
選
考
）
の
結
果
、
10
組
が
通
過
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
６
月
30
日
・
７
月
１
日
に
、
10
組
に
よ
る
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
第
二
次
選
考
）
が
開
催
さ
れ
、

最
終
的
に
６
組
の
企
画
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　2016年の大学創立50周年を記念
し、2015年度から「学生チャレンジ
プロジェクト」という取り組みを始め
ました。本プロジェクトの目的は、大
学の活性化・地域の活性化・社会貢献
等につながる学生の主体的・自主的な
学びを支援することです。学生の主体
的な行動の結果、学生自身が成長し、
さらには神戸学院大学のブランド力が
向上することを目指しています。

2016年度応募企画

1 経済学部神戸学院大学 将棋サークル第1回　神戸学院大学　子どもわっくわく将棋大会

2 薬学部キャンパスボード卓上で学ぶ大学生活プロジェクト

3 現代社会学部Seagull Rescue防災フィールド実践セミナー

4 経営学部A‒Study兵庫の伝統工芸品に触れよう！

5 グローバル・コミュニケーション学部神戸学院大学舞獅團獅子舞を通じた地域交流、高大連携プロジェクト

6 経営学部学食情報拡散機構神戸学院大学の食堂を広める

7 経営学部二代目 yanagi seminarKobe Evolution Project

8 栄養学部農園 ～enjoy life～野菜を食べようプロジェクト

9 栄養学部防災系栄養女子★「もしも」に「いつも」備えよう！
～HOW to use ローリングストック～

10 経済学部林ゼミ在学生が案内する神戸と大学生活を知るツアー
inオープンキャンパス

11 人文学部CRECERクレセール障害者向けサッカー指導プロジェクト

12 経営学部亀井ノベーターズKOBE　観光菓子ときめきプロジェクト
～KGUが和菓子の概念、壊します～

13 法学部防災女子備えレディ　プロジェクト
～女性専用防災キットの開発～

14 経営学部田中チルドレンズあなただけの！！○○ツアー

15 グローバル・コミュニケーション学部GC留学生出前で国際交流

16 人文学部神戸学院大学日本酒サークル「爽醸会」復活：神戸学院ブランドの日本酒

17 経営学部柳ゼミ元オリックス選手から学べる！！野球教室

18 経営学部柳ゼミポジティブシンキング

19 経営学部柳ゼミNAVY SEALS 応援ツアー

20 栄養学部栄養学部　地域食育推進プロジェクト親子お弁当ラリー

21 薬学部科学部薬学生によるサイエンスラボ

22 経営学部柳ゼミポジティブ運動

受付
番号 グループ名企　画　名 学部（代表者の所属学部）

※太字のプロジェクトが採択されました。

地域食育推進プロジェクト 親子お弁当ラリー
ち い き し ょ く い く す い し ん

　未来の栄養教諭や管理栄養士をめざす私たちが、実際に学童期
の子どもたちを前にして栄養指導をする機会を自分たちの手で創
りだしたいと思い企画したのが今回のプロジェクトです。「食育」を
すすめるそのスタイルも、子どもたちが楽しみながら学べるように、
スタンプ帳の代わりに空のお弁当箱を持って参加するクイズラリー
としました。「主食」「副菜」「主菜」「牛乳・乳製品」「果物」と食品区分
毎に分かれたブースを回り、正解する度におもちゃの食材がお弁当
箱に入れられ、完成してのゴールで本物のお弁当と交換する仕組み
です。その本物のお弁当は、栄養面や見た目にもバランスの良い食
事の見本でもあることから、お弁当を用意される保護者の方たちに
もバランスの大切さを分かりやすくお伝えすることができるように
思います。実施に際しては、食品衛生管理の徹底など、管理栄養士
としての実践を踏むことにもなるので、私たちにはそれこそ願って
もない経験の場であり大きな目標となります。いずれは、本学から
地域への発信とともに、近隣の小学校との連携がすすんで地域で
の恒例行事となって、後に続く世代にも貴重な機会を提供し続ける
ことができるようになることを今は夢見ています。

栄養学部3年次生　原　　一起さん
栄養学部3年次生　田口　聖也さん

ロールプレイングの授業で学んだことを実
際に確かめる機会でもあり、教育実習に出る
前に経験できるのが何よりうれしく思います。

子どもとの距離を縮め、
コミュニケーションの橋
渡しともなることを期待
して、玩具売り場で探し
当てた食材とお弁当箱
のサンプル。

農園～ enjoy life ～
の う え ん え ん じ ょ い   ら い ふ

　栄養学部24人、経済学部3人、人文学部4人で活動するサークル
「農園～enjoy life～」。プロジェクトのメンバー全員が所属し、栄養
学部の私たちもサークルのモットー「楽しく作って楽しく食べる!!」を
実践中です。そんな私たちがプロジェクトを企画したきっかけは、自
分たちの世代20歳代で男女とも野菜の摂取量が最も少ないという
データを授業で見たことです。私たちにとっては身近な「野菜を楽し
く食べる」というテーマをはじめてサークルの外へと発信するきっ
かけともなった出来事でした。まずは、「野菜」から受けるイメージの
なかでいいもの、例えば「キレイ」をより強く印象づけることで、身近
なものとしての興味から食行動へつなげたいと考えました。一日の
摂取目標の350gが一目で分かるように、緑黄色野菜120g、淡色野
菜230gでつくる「野菜ブーケ」の誕生です。栄養学部としてオープ
ンキャンパスで展示し、ブーケで使用した野菜の簡単レシピの配布
も計画。オープンキャンパス以外でも学生食堂で展開します。水や
りや草取りなど私たちの毎日は文字通り地道な活動が基本ですが、
色鮮やかな「野菜ブーケ」で積極的に発信するこの機会も大事にし
たいと思います。

栄養学部3年次生　余田　有理さん、栄養学部3年次生　西木　里帆さん
栄養学部3年次生　倉本　　悠さん

野菜を食べよう
プロジェクト

ピーマンにきゅうり、な
すを収穫し、今育ててい
るのはトマトです。初め
て植えたトウモロコシは
鳥の被害にあってしま
いました。

この学生食堂からも、私たちの作った野菜で
自分たちの思いを発信していきます。

写真左から
原さん、田

口さん

写真左から
余田さん、

西木さん、
倉本さん
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本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
的
な
進
め
方
は
次
の
通

り
で
す
。

❶
学
部
学
生
２
人
以
上
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
自
分

た
ち
で
主
体
的
に
運
営
す
る
企
画
（
原
則
と
し

て
、
翌
年
２
月
末
ま
で
に
終
了
す
る
企
画
）
を
立

案
し
、
応
募
す
る
。

❷
第
一
次
選
考
（
書
類
選
考
）
、
第
二
次
選
考
（
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
通
じ
て
、
採
択
す
る
グ
ル
ー

プ
を
決
定
す
る
。

❸
採
択
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
に
助
成
金
（
企
画
内
容
ご

と
に
申
請
さ
れ
た
金
額
で
、
上
限
は
１
件
50
万

円
）
を
支
給
す
る
。

　

今
年
度
は
、
22
組
の
応
募
が
あ
り
、
書
類
選
考

（
第
一
次
選
考
）
の
結
果
、
10
組
が
通
過
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
６
月
30
日
・
７
月
１
日
に
、
10
組
に
よ
る
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
第
二
次
選
考
）
が
開
催
さ
れ
、

最
終
的
に
６
組
の
企
画
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　2016年の大学創立50周年を記念
し、2015年度から「学生チャレンジ
プロジェクト」という取り組みを始め
ました。本プロジェクトの目的は、大
学の活性化・地域の活性化・社会貢献
等につながる学生の主体的・自主的な
学びを支援することです。学生の主体
的な行動の結果、学生自身が成長し、
さらには神戸学院大学のブランド力が
向上することを目指しています。

2016年度応募企画

1 経済学部神戸学院大学 将棋サークル第1回　神戸学院大学　子どもわっくわく将棋大会

2 薬学部キャンパスボード卓上で学ぶ大学生活プロジェクト

3 現代社会学部Seagull Rescue防災フィールド実践セミナー

4 経営学部A‒Study兵庫の伝統工芸品に触れよう！

5 グローバル・コミュニケーション学部神戸学院大学舞獅團獅子舞を通じた地域交流、高大連携プロジェクト

6 経営学部学食情報拡散機構神戸学院大学の食堂を広める

7 経営学部二代目 yanagi seminarKobe Evolution Project

8 栄養学部農園 ～enjoy life～野菜を食べようプロジェクト

9 栄養学部防災系栄養女子★「もしも」に「いつも」備えよう！
～HOW to use ローリングストック～

10 経済学部林ゼミ在学生が案内する神戸と大学生活を知るツアー
inオープンキャンパス

11 人文学部CRECERクレセール障害者向けサッカー指導プロジェクト

12 経営学部亀井ノベーターズKOBE　観光菓子ときめきプロジェクト
～KGUが和菓子の概念、壊します～

13 法学部防災女子備えレディ　プロジェクト
～女性専用防災キットの開発～

14 経営学部田中チルドレンズあなただけの！！○○ツアー

15 グローバル・コミュニケーション学部GC留学生出前で国際交流

16 人文学部神戸学院大学日本酒サークル「爽醸会」復活：神戸学院ブランドの日本酒

17 経営学部柳ゼミ元オリックス選手から学べる！！野球教室

18 経営学部柳ゼミポジティブシンキング

19 経営学部柳ゼミNAVY SEALS 応援ツアー

20 栄養学部栄養学部　地域食育推進プロジェクト親子お弁当ラリー

21 薬学部科学部薬学生によるサイエンスラボ

22 経営学部柳ゼミポジティブ運動

受付
番号 グループ名企　画　名 学部（代表者の所属学部）

※太字のプロジェクトが採択されました。

地域食育推進プロジェクト 親子お弁当ラリー
ち い き し ょ く い く す い し ん

　未来の栄養教諭や管理栄養士をめざす私たちが、実際に学童期
の子どもたちを前にして栄養指導をする機会を自分たちの手で創
りだしたいと思い企画したのが今回のプロジェクトです。「食育」を
すすめるそのスタイルも、子どもたちが楽しみながら学べるように、
スタンプ帳の代わりに空のお弁当箱を持って参加するクイズラリー
としました。「主食」「副菜」「主菜」「牛乳・乳製品」「果物」と食品区分
毎に分かれたブースを回り、正解する度におもちゃの食材がお弁当
箱に入れられ、完成してのゴールで本物のお弁当と交換する仕組み
です。その本物のお弁当は、栄養面や見た目にもバランスの良い食
事の見本でもあることから、お弁当を用意される保護者の方たちに
もバランスの大切さを分かりやすくお伝えすることができるように
思います。実施に際しては、食品衛生管理の徹底など、管理栄養士
としての実践を踏むことにもなるので、私たちにはそれこそ願って
もない経験の場であり大きな目標となります。いずれは、本学から
地域への発信とともに、近隣の小学校との連携がすすんで地域で
の恒例行事となって、後に続く世代にも貴重な機会を提供し続ける
ことができるようになることを今は夢見ています。

栄養学部3年次生　原　　一起さん
栄養学部3年次生　田口　聖也さん

ロールプレイングの授業で学んだことを実
際に確かめる機会でもあり、教育実習に出る
前に経験できるのが何よりうれしく思います。

子どもとの距離を縮め、
コミュニケーションの橋
渡しともなることを期待
して、玩具売り場で探し
当てた食材とお弁当箱
のサンプル。

農園～ enjoy life ～
の う え ん え ん じ ょ い   ら い ふ

　栄養学部24人、経済学部3人、人文学部4人で活動するサークル
「農園～enjoy life～」。プロジェクトのメンバー全員が所属し、栄養
学部の私たちもサークルのモットー「楽しく作って楽しく食べる!!」を
実践中です。そんな私たちがプロジェクトを企画したきっかけは、自
分たちの世代20歳代で男女とも野菜の摂取量が最も少ないという
データを授業で見たことです。私たちにとっては身近な「野菜を楽し
く食べる」というテーマをはじめてサークルの外へと発信するきっ
かけともなった出来事でした。まずは、「野菜」から受けるイメージの
なかでいいもの、例えば「キレイ」をより強く印象づけることで、身近
なものとしての興味から食行動へつなげたいと考えました。一日の
摂取目標の350gが一目で分かるように、緑黄色野菜120g、淡色野
菜230gでつくる「野菜ブーケ」の誕生です。栄養学部としてオープ
ンキャンパスで展示し、ブーケで使用した野菜の簡単レシピの配布
も計画。オープンキャンパス以外でも学生食堂で展開します。水や
りや草取りなど私たちの毎日は文字通り地道な活動が基本ですが、
色鮮やかな「野菜ブーケ」で積極的に発信するこの機会も大事にし
たいと思います。

栄養学部3年次生　余田　有理さん、栄養学部3年次生　西木　里帆さん
栄養学部3年次生　倉本　　悠さん

野菜を食べよう
プロジェクト

ピーマンにきゅうり、な
すを収穫し、今育ててい
るのはトマトです。初め
て植えたトウモロコシは
鳥の被害にあってしま
いました。

この学生食堂からも、私たちの作った野菜で
自分たちの思いを発信していきます。

写真左から
原さん、田

口さん

写真左から
余田さん、

西木さん、
倉本さん
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Q　
月
２
回
の
明
石
の
お
も
ち
ゃ
図
書
館
で
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

A　
「
お
も
ち
ゃ
図
書
館
」
は
い
ろ
い
ろ
な
子
ど
も
が
、
と
も
に
遊
び
交
流
す
る

中
で
互
い
を
育
み
認
め
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

明
石
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
体
育
館
を
利
用
し
て
、
土
曜
日
で
学
校
の
な
い

小
学
生
を
中
心
に
幼
稚
園
児
や
０
歳
児
ま
で
が
参
加
し
て
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
で

い
ま
す
。
男
の
子
は
と
に
か
く
走
り
回
り
た
い
よ
う
で
、
男
子
部
員
が
一
緒
に

な
っ
て
走
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

Q　
子
ど
も
の
反
応
か
ら
気
づ
く
こ
と
、
得
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

A　
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
た
く
て
走
り
回
る
よ
う
に
見
え
る
子
や
お
も
ち
ゃ
が
壊
れ

た
途
端
に
甘
え
る
子
も
い
て
、
子
ど
も
の
表
情
や
行
動
を
通
し
て
家
庭
の
状
況
や

マ
マ
の
精
神
状
態
な
ど
が
透
け
て
見
え
る
よ
う
に
感
じ
る
時
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

で
も
固
か
っ
た
表
情
の
子
が
帰
る
と
き
に
は
笑
顔
で
「
バ
イ
バ
イ
！
」
と
手
を

振
っ
て
く
れ
る
度
に
、
活
動
し
て
い
て
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
先
日
も
都
合

で
参
加
で
き
な
か
っ
た
翌
週
、
「
前
、
来
ん
か
っ
た
や
ろ
〜
」
と
言
う
子
が
居
て

顔
を
覚
え
て
く
れ
て
い
た
こ
と
が
う
れ
し
く
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

Q　
子
ど
も
を
楽
し
ま
せ
る
ア
イ
デ
ア
も
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
ね

A　
距
離
な
ど
に
ハ
ン
デ
ィ
を
つ
け
る
こ
と
で
、
様
々
な
年
齢
の
子
が
一
緒
に
遊

べ
る
「
的
当
て
ゲ
ー
ム
」
を
七
夕
会
用
に
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
イ
ベ

ン
ト
毎
で
な
く
、
毎
回
の
月
２
回
と
も
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
準
備
を
し
よ
う
と
話

し
て
い
る
最
中
で
す
。
子
ど
も
た
ち
を
飽
き
さ
せ
な
い
工
夫
は
も
ち
ろ
ん
、
水

分
補
給
な
ど
楽
し
く
遊
ぶ
上
で
の
安
全
に
も
十
二
分
に
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。活動の様子

学生の活躍

ボランティア団体 Fair Way

左から
部長の西海彩真さん
副部長の
戸田美紀子さん

Q　
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
の
魅
力
や
醍
醐
味
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
？

A　
ア
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
２
つ
の
側
面
を
い
ろ
い
ろ
と
兼

ね
備
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
発
表
の
場
も
２
つ
あ
り
ま
す
。
競
技
と
し
て
採

点
を
競
う
大
会
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
演
じ
る
こ
と
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト

で
す
ね
。
さ
ら
に
は
個
人
の
技
量
に
、
チ
ー
ム
の
和
。
そ
の
中
で
ノ
ー
ミ
ス
＝

「
完
璧
」
を
目
指
す
と
こ
ろ
に
人
と
し
て
の
成
長
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

Q　
現
在
の
バ
ト
ン
部
の
特
徴
は
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
？

A　
他
大
学
の
バ
ト
ン
部
も
う
ら
や
む
、
世
界
選
手
権
に
も
出
場
し
た
先
生
の
指

導
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
な
。
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
未
経
験
で
、
と
に
か
く
踊

り
た
い
と
い
う
思
い
を
大
事
に
、
初
心
者
で
も
映
え
る
よ
う
な
振
り
付
け
や
構

成
を
考
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
男
子
部
員
が
居
た
頃
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
演
技
も
持
ち
味
で
し
た
。
だ
か
ら
男
子
の
入
部
、
大
歓
迎
で
す
！

Q　
活
動
を
続
け
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

A　
人
前
に
立
つ
た
び
に
成
長
を
実
感
し
ま
す
。
そ
れ
も
、
大
会
で
審
査
員
に
視

線
を
送
り
な
が
ら
の
演
技
を
幾
度
も
経
験
し
て
き
た
お
陰
か
と
思
い
ま
す
。
笑

顔
も
自
然
と
身
に
つ
き
、
プ
レ
ゼ
ン
や
就
職
活
動
の
面
接
に
も
大
い
に
活
か
せ

そ
う
で
す
。
競
技
面
で
言
え
ば
関
西
大
会
１
位
に
な
り
、
指
導
の
北
田
先
生
の

ご
苦
労
や
熱
意
に
成
績
で
応
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
競
技
人

口
が
減
っ
て
い
る
の
を
残
念
に
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
が
感
動
し
て
バ
ト
ン
ト

ワ
リ
ン
グ
を
始
め
た
よ
う
に
、
そ
の
楽
し
さ
や
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
に
、
次

の
世
代
に
ま
で
伝
え
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

活動の様子

部長の兵頭七奈さん

バトン部

◆　
東
播
磨
地
域
夢
会
議
で
ゼ
ミ
生
が
研
究
成
果
を
発
表

　
発
表
の
き
っ
か
け
は
、
２
０
１
０
年
に
ゼ
ミ
生
が
加
古
川
西
部
地
域
に
お
け
る
溜
池
の

水
抜
き
作
業
と
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
卒
業
研
究
を
行
い
、
そ
の
後
も
地
域
と

連
携
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
で
し
た
。
今
回
の
研
究
で
は
、
人

口
が
減
少
傾
向
に
あ
る
都
市
近
郊
農
村
の
地
域
が
、
魅
力
的
な
住
処
と
し
て
持
続
し
て
い

く
た
め
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
課
題
の
も
と
、
東
播
磨
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
な

ど
の
協
力
を
得
て
、
加
古
川
市
の
住
民
、
町
内
会
役
員
、
企
業
の
社
長
や
営
農
組
合
役
員

に
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
。
そ
の
後
、
東
播
磨
県
民
局
か
ら
「
地
域
と
関
わ
り
を
持
つ
学
生

同
士
で
意
見
発
表
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
提
案
が
あ
り
、
20
名
の
学
生
を
５
つ
の
班
に
分
け
、

各
班
の
代
表
が
祭
り
、
災
害
、
建
築
・
景
観
、
農
産
物
な
ど
、
様
々
な
角
度
か
ら
地
域
持
続

の
糧
と
な
る
強
み
や
可
能
性
に
つ
い
て
、
明
石
高
専
生
と
と
も
に
発
表
し
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
そ
の
後
の
発
表
で
は
、
１
１
７
名
の
参
加
者
が
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
交
換
や
ア
イ
デ
ア
を
提
案
。
こ
う
し
た
経
験
は
、

就
職
活
動
の
グ
ル
ー
プ
面
接
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
大
い
に
役
立
つ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

◆　
ゼ
ミ
の
活
動
を
通
し
て
、
学
ん
で
ほ
し
い
こ
と

　
地
域
の
あ
る
べ
き
姿
や
魅
力
を
見
い
だ
し
伝
え
て
い
く
こ
と
。
地
域
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
、
積
極
的
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
出
て
、
地
域
の
人
々
か
ら
学
ん
で
ほ
し
い
。

聞
き
取
り
調
査
で
は
、
失
敗
や
苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
得
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
失
敗
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
必
ず
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
、
次
に
繋
げ
て
い
く
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
と
そ
の
必
要
性
を
学
べ
る
こ
と
が
こ
の
ゼ
ミ
の
強
み
で
す
。

グループ発表

グループ
ディスカッション

人文学部 矢嶋 巌ゼミ

事例発表

出会いと発見に満ちて、学生生活に確かな実りを育む課外活動や  ゼミナール。それぞれの目標や目的に向かって活動中のクラブ・サークル、ゼミの中から
今回もいくつかをピックアッ  プ。充実した「今」と希望に満ちた「これから」を学生たち自らの言葉でお伝えします。

● 薬剤師
第101回薬剤師国家試験の合格者が、3月28日に発表されました。
薬学部の卒業生（新卒・既卒〈旧4年制課程含む〉）は294人受験し、246
人が合格しました（合格率83.67％）。全国では14,949人受験し、
11,488人が合格（合格率76.85％）し、兵庫県内の薬学部5大学の中で
は2位の合格率でした。
薬学部　最近の薬剤師国家試験合格状況

注：2011年度より6年制。
　  厚生労働省の発表内容により、表中の数値は年度によって以下のとおり異なる。
　  2011年度、2012年度は6年制課程卒業者のみ（既卒者含む）
　  2013年度、2014年度は、新卒・既卒－旧4年制課程を含む

11年度
受 験 者 数
合 格 者 数
合格率（％）
全国平均（％）

197
192
97.5
95.3

12年度
237
211
89.0
83.1

253
160
63.2
60.8

281
199
70.8
63.2

13年度 14年度 15年度
294
246
83.7
76.9

● 臨床検査技師
第62回臨床検査技師国家試験の合格者が3月29日厚生労働省より発
表されました。
栄養学部　最近の臨床検査技師国家試験合格状況 〔新卒のみ〕

11年度
（58回）

区分
学部
受 験 者 数
合 格 者 数
合格率（％）
全国平均（％）

15
13
86.7
75.4

28
25
89.3
77.2

27
24
88.9
81.2

12年度
（59回）

13年度
（60回）

15年度
（62回）

30
22
73.3
76.4

14年度
（61回）

28
24
85.7
82.1

● 管理栄養士
第30回管理栄養士国家試験の合格者が、5月10日厚生労働省より発表
されました。
栄養学部　最近の管理栄養士国家試験合格状況 〔新卒のみ〕

11年度
（26回）

区分
学部
受 験 者 数
合 格 者 数
合格率（％）
全国平均（％）

92
87
94.6
49.3

106
86
81.1
38.5

91
83
91.2
48.9

12年度
（27回）

13年度
（28回）

15年度
（30回）

84
73
86.9
44.7

14年度
（29回）

89
87
97.8
55.7

総合リハビリテーション学部　最近の国家試験合格状況 〔新卒のみ〕

受 験 者 数
合 格 者 数
合格率（％）
全国平均（％）

社会福祉士 精神保健福祉士 理学療法士 作業療法士
社会リハビリテーション学科 医療リハビリテーション学科

13年度
（26回）

48
18
37.5
27.5

14年度
（27回）

38
12
31.6
27.0

15年度
（28回）

46
20
43.5
26.2

13年度
（16回）

6
5

83.3
58.3

14年度
（17回）

5
3

60.0
61.3

15年度
（18回）

10
8

80.0
61.6

13年度
（49回）

34
33
97.1
83.7

14年度
（50回）

40
37
92.5
82.7

15年度
（51回）

35
33
94.3
74.1

13年度
（49回）

46
45
97.8
86.6

14年度
（50回）

43
34
79.1
77.5

15年度
（51回）

26
22
84.6
87.6

国家試験合格状況
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Q　
月
２
回
の
明
石
の
お
も
ち
ゃ
図
書
館
で
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

A　
「
お
も
ち
ゃ
図
書
館
」
は
い
ろ
い
ろ
な
子
ど
も
が
、
と
も
に
遊
び
交
流
す
る

中
で
互
い
を
育
み
認
め
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

明
石
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
体
育
館
を
利
用
し
て
、
土
曜
日
で
学
校
の
な
い

小
学
生
を
中
心
に
幼
稚
園
児
や
０
歳
児
ま
で
が
参
加
し
て
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
で

い
ま
す
。
男
の
子
は
と
に
か
く
走
り
回
り
た
い
よ
う
で
、
男
子
部
員
が
一
緒
に

な
っ
て
走
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

Q　
子
ど
も
の
反
応
か
ら
気
づ
く
こ
と
、
得
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

A　
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
た
く
て
走
り
回
る
よ
う
に
見
え
る
子
や
お
も
ち
ゃ
が
壊
れ

た
途
端
に
甘
え
る
子
も
い
て
、
子
ど
も
の
表
情
や
行
動
を
通
し
て
家
庭
の
状
況
や

マ
マ
の
精
神
状
態
な
ど
が
透
け
て
見
え
る
よ
う
に
感
じ
る
時
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

で
も
固
か
っ
た
表
情
の
子
が
帰
る
と
き
に
は
笑
顔
で
「
バ
イ
バ
イ
！
」
と
手
を

振
っ
て
く
れ
る
度
に
、
活
動
し
て
い
て
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
先
日
も
都
合

で
参
加
で
き
な
か
っ
た
翌
週
、
「
前
、
来
ん
か
っ
た
や
ろ
〜
」
と
言
う
子
が
居
て

顔
を
覚
え
て
く
れ
て
い
た
こ
と
が
う
れ
し
く
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

Q　
子
ど
も
を
楽
し
ま
せ
る
ア
イ
デ
ア
も
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
ね

A　
距
離
な
ど
に
ハ
ン
デ
ィ
を
つ
け
る
こ
と
で
、
様
々
な
年
齢
の
子
が
一
緒
に
遊

べ
る
「
的
当
て
ゲ
ー
ム
」
を
七
夕
会
用
に
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
イ
ベ

ン
ト
毎
で
な
く
、
毎
回
の
月
２
回
と
も
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
準
備
を
し
よ
う
と
話

し
て
い
る
最
中
で
す
。
子
ど
も
た
ち
を
飽
き
さ
せ
な
い
工
夫
は
も
ち
ろ
ん
、
水

分
補
給
な
ど
楽
し
く
遊
ぶ
上
で
の
安
全
に
も
十
二
分
に
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。活動の様子

学生の活躍

ボランティア団体 Fair Way

左から
部長の西海彩真さん
副部長の
戸田美紀子さん

Q　
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
の
魅
力
や
醍
醐
味
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
？

A　
ア
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
２
つ
の
側
面
を
い
ろ
い
ろ
と
兼

ね
備
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
発
表
の
場
も
２
つ
あ
り
ま
す
。
競
技
と
し
て
採

点
を
競
う
大
会
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
演
じ
る
こ
と
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト

で
す
ね
。
さ
ら
に
は
個
人
の
技
量
に
、
チ
ー
ム
の
和
。
そ
の
中
で
ノ
ー
ミ
ス
＝

「
完
璧
」
を
目
指
す
と
こ
ろ
に
人
と
し
て
の
成
長
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

Q　
現
在
の
バ
ト
ン
部
の
特
徴
は
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
？

A　
他
大
学
の
バ
ト
ン
部
も
う
ら
や
む
、
世
界
選
手
権
に
も
出
場
し
た
先
生
の
指

導
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
な
。
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
未
経
験
で
、
と
に
か
く
踊

り
た
い
と
い
う
思
い
を
大
事
に
、
初
心
者
で
も
映
え
る
よ
う
な
振
り
付
け
や
構

成
を
考
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
男
子
部
員
が
居
た
頃
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
演
技
も
持
ち
味
で
し
た
。
だ
か
ら
男
子
の
入
部
、
大
歓
迎
で
す
！

Q　
活
動
を
続
け
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

A　
人
前
に
立
つ
た
び
に
成
長
を
実
感
し
ま
す
。
そ
れ
も
、
大
会
で
審
査
員
に
視

線
を
送
り
な
が
ら
の
演
技
を
幾
度
も
経
験
し
て
き
た
お
陰
か
と
思
い
ま
す
。
笑

顔
も
自
然
と
身
に
つ
き
、
プ
レ
ゼ
ン
や
就
職
活
動
の
面
接
に
も
大
い
に
活
か
せ

そ
う
で
す
。
競
技
面
で
言
え
ば
関
西
大
会
１
位
に
な
り
、
指
導
の
北
田
先
生
の

ご
苦
労
や
熱
意
に
成
績
で
応
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
競
技
人

口
が
減
っ
て
い
る
の
を
残
念
に
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
が
感
動
し
て
バ
ト
ン
ト

ワ
リ
ン
グ
を
始
め
た
よ
う
に
、
そ
の
楽
し
さ
や
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
に
、
次

の
世
代
に
ま
で
伝
え
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

活動の様子

部長の兵頭七奈さん

バトン部

◆　
東
播
磨
地
域
夢
会
議
で
ゼ
ミ
生
が
研
究
成
果
を
発
表

　
発
表
の
き
っ
か
け
は
、
２
０
１
０
年
に
ゼ
ミ
生
が
加
古
川
西
部
地
域
に
お
け
る
溜
池
の

水
抜
き
作
業
と
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
卒
業
研
究
を
行
い
、
そ
の
後
も
地
域
と

連
携
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
で
し
た
。
今
回
の
研
究
で
は
、
人

口
が
減
少
傾
向
に
あ
る
都
市
近
郊
農
村
の
地
域
が
、
魅
力
的
な
住
処
と
し
て
持
続
し
て
い

く
た
め
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
課
題
の
も
と
、
東
播
磨
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
な

ど
の
協
力
を
得
て
、
加
古
川
市
の
住
民
、
町
内
会
役
員
、
企
業
の
社
長
や
営
農
組
合
役
員

に
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
。
そ
の
後
、
東
播
磨
県
民
局
か
ら
「
地
域
と
関
わ
り
を
持
つ
学
生

同
士
で
意
見
発
表
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
提
案
が
あ
り
、
20
名
の
学
生
を
５
つ
の
班
に
分
け
、

各
班
の
代
表
が
祭
り
、
災
害
、
建
築
・
景
観
、
農
産
物
な
ど
、
様
々
な
角
度
か
ら
地
域
持
続

の
糧
と
な
る
強
み
や
可
能
性
に
つ
い
て
、
明
石
高
専
生
と
と
も
に
発
表
し
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
そ
の
後
の
発
表
で
は
、
１
１
７
名
の
参
加
者
が
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
交
換
や
ア
イ
デ
ア
を
提
案
。
こ
う
し
た
経
験
は
、

就
職
活
動
の
グ
ル
ー
プ
面
接
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
大
い
に
役
立
つ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

◆　
ゼ
ミ
の
活
動
を
通
し
て
、
学
ん
で
ほ
し
い
こ
と

　
地
域
の
あ
る
べ
き
姿
や
魅
力
を
見
い
だ
し
伝
え
て
い
く
こ
と
。
地
域
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
、
積
極
的
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
出
て
、
地
域
の
人
々
か
ら
学
ん
で
ほ
し
い
。

聞
き
取
り
調
査
で
は
、
失
敗
や
苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
得
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
失
敗
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
必
ず
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
、
次
に
繋
げ
て
い
く
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
と
そ
の
必
要
性
を
学
べ
る
こ
と
が
こ
の
ゼ
ミ
の
強
み
で
す
。

グループ発表

グループ
ディスカッション

人文学部 矢嶋 巌ゼミ

事例発表

出会いと発見に満ちて、学生生活に確かな実りを育む課外活動や  ゼミナール。それぞれの目標や目的に向かって活動中のクラブ・サークル、ゼミの中から
今回もいくつかをピックアッ  プ。充実した「今」と希望に満ちた「これから」を学生たち自らの言葉でお伝えします。

● 薬剤師
第101回薬剤師国家試験の合格者が、3月28日に発表されました。
薬学部の卒業生（新卒・既卒〈旧4年制課程含む〉）は294人受験し、246
人が合格しました（合格率83.67％）。全国では14,949人受験し、
11,488人が合格（合格率76.85％）し、兵庫県内の薬学部5大学の中で
は2位の合格率でした。
薬学部　最近の薬剤師国家試験合格状況

注：2011年度より6年制。
　  厚生労働省の発表内容により、表中の数値は年度によって以下のとおり異なる。
　  2011年度、2012年度は6年制課程卒業者のみ（既卒者含む）
　  2013年度、2014年度は、新卒・既卒－旧4年制課程を含む

11年度
受 験 者 数
合 格 者 数
合格率（％）
全国平均（％）

197
192
97.5
95.3

12年度
237
211
89.0
83.1

253
160
63.2
60.8

281
199
70.8
63.2

13年度 14年度 15年度
294
246
83.7
76.9

● 臨床検査技師
第62回臨床検査技師国家試験の合格者が3月29日厚生労働省より発
表されました。
栄養学部　最近の臨床検査技師国家試験合格状況 〔新卒のみ〕

11年度
（58回）

区分
学部
受 験 者 数
合 格 者 数
合格率（％）
全国平均（％）

15
13
86.7
75.4

28
25
89.3
77.2

27
24
88.9
81.2

12年度
（59回）

13年度
（60回）

15年度
（62回）

30
22
73.3
76.4

14年度
（61回）

28
24
85.7
82.1

● 管理栄養士
第30回管理栄養士国家試験の合格者が、5月10日厚生労働省より発表
されました。
栄養学部　最近の管理栄養士国家試験合格状況 〔新卒のみ〕

11年度
（26回）

区分
学部
受 験 者 数
合 格 者 数
合格率（％）
全国平均（％）

92
87
94.6
49.3

106
86
81.1
38.5

91
83
91.2
48.9

12年度
（27回）

13年度
（28回）

15年度
（30回）

84
73
86.9
44.7

14年度
（29回）

89
87
97.8
55.7

総合リハビリテーション学部　最近の国家試験合格状況 〔新卒のみ〕

受 験 者 数
合 格 者 数
合格率（％）
全国平均（％）

社会福祉士 精神保健福祉士 理学療法士 作業療法士
社会リハビリテーション学科 医療リハビリテーション学科

13年度
（26回）

48
18
37.5
27.5

14年度
（27回）

38
12
31.6
27.0

15年度
（28回）

46
20
43.5
26.2

13年度
（16回）

6
5

83.3
58.3

14年度
（17回）

5
3

60.0
61.3

15年度
（18回）

10
8

80.0
61.6

13年度
（49回）

34
33
97.1
83.7

14年度
（50回）

40
37
92.5
82.7

15年度
（51回）

35
33
94.3
74.1

13年度
（49回）

46
45
97.8
86.6

14年度
（50回）

43
34
79.1
77.5

15年度
（51回）

26
22
84.6
87.6

国家試験合格状況
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学
費
分
納
に
つ
い
て

　
後
期
学
費
分
納
の
申
請
を
受
付
ま
す
。後
期

学
費
分
を
分
割
し
て
納
入
す
る
こ
と
を
希
望
す

る
場
合
は
、
左
記
の
期
間
内
に
書
類
を
受
け
取

り
、
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
期
間
外
の

受
付
は
一
切
行
い
ま
せ
ん
）

●
書
類
配
布
期
間

　
９
月
26
日（
月
）〜
10
月
14
日（
金
）

●
書
類
受
付
期
間

　
10
月
３
日（
月
）〜
10
月
17
日（
月
）

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
窓
口
受
付
期
間
）

●
分
納
許
可
者
発
表

　
10
月
20
日（
木
）

奨
学
金
の
貸
与
・
支
給
を
受
け
て
い
る
方
へ

　
後
期
の
学
費
が
期
日（
10
月
31
日
）ま
で
に
納

入
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
奨
学
金
の
入
金
を

一
時
保
留
し
ま
す
。奨
学
金
を
学
費
に
充
て
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
場
合
は
、
10
月
４
日（
火
）

ま
で
に
Ｋ
Ｐ
Ｃ
は
事
務
セ
ン
タ
ー
②
番
窓
口
、

Ｋ
Ａ
Ｃ
は
学
生
支
援
事
務
室
④
番
の
窓
口
に
申

し
出
る
よ
う
、お
子
様
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
の
継
続
手
続
き
に
つ
い
て

　
年
に
一
度
手
続
き
を
行
う
、「
奨
学
金
継
続

願
」に
つ
い
て
の
詳
細（
配
付
場
所
・
提
出
期
限

等
）を
、
12
月（
予
定
）に
奨
学
金
専
用
掲
示
板

（
Ｋ
Ｐ
Ｃ：Ａ
号
館
１
階
）、（
Ｋ
Ａ
Ｃ：
２
号
館

１
階
）で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。日
本
学
生
支
援
機

構
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
全

員
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
掲
示
板
を
確
認

す
る
よ
う
、お
子
様
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

事務室
Information

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

交
換
・
派
遣
留
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ
お
よ
び

TO
EFL

・IELTS

受
験
案
内

　
朝
鮮
大
学
校
、
祥
明
大
学
校
、
韓
国
航
空
大
学
校
に

２
０
１
７
年
２
月
か
ら
約
１
年
間
、ま
た
は
約
半
年
間
、

リ
ー
ズ
大
学
、ア
ル
ス
タ
ー
大
学
に
２
０
１
７
年
９
月

か
ら
約
１
年
間
派
遣
す
る
交
換
・
派
遣
留
学
生
を
９

月
19
日
か
ら
10
月
17
日（
朝
鮮
大
学
校
・
祥
明
大
学
校
、

韓
国
航
空
大
学
校
）、
ま
た
は
11
月
30
日
（
リ
ー
ズ
大

学
・
ア
ル
ス
タ
ー
大
学
）ま
で
募
集
し
ま
す
。

　
リ
ー
ズ
大
学
・
ア
ル
ス
タ
ー
大
学
の
応
募
に
際
し

て
は
、TO

EFL

又
はIELTS

の
ス
コ
ア
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　
交
換
・
派
遣
留
学
お
よ
び
語
学
検
定
の
受
験
に
関

す
る
質
問
は
国
際
交
流
支
援
事
務
室
（
Ｋ
Ｐ
Ｃ　
Ｄ

号
館
１
階
）・
学
生
支
援
事
務
室（
Ｋ
Ａ
Ｃ　
３
号
館

１
階
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
際
交
流
支
援
事
務
室

●自転車の交通事故防止
　（兵庫県警察）
http://www.police.pref.hyogo.lg.jp/traffi
c/bicycle/index.htm

●ひょうごのけんみん
　自転車保険制度
　（兵庫県交通安全協会）
http://bi.hprtsa.jp/

●学研災付帯賠償責任保険
　（公益財団法人　日本国際
　  教育支援協会）
http://www.jees.or.jp/gakk
ensai/opt-baisho.htm

※加入を希望される方は、ＫＰＣ事務センター（学生
支援）またはＫＡＣ学生支援事務室までお問い合
わせください。

自
転
車
利
用
に
対
す
る
改
正
道
路
交
通
法
が
一
部

施
行
さ
れ
、賠
償
責
任
保
険
へ
の
加
入
が
義
務
化

　
２
０
１
５
年
６
月
１
日
、
改
正
道
路
交
通
法
が
一

部
施
行
さ
れ
、
危
険
な
交
通
違
反（
危
険
行
為
）を
繰

り
返
し
た
自
転
車
利
用
者
に
は
交
通
事
故
を
防
止

す
る
た
め
の
講
習
を
う
け
る
よ
う
命
令
が
く
だ
さ
れ

る
、「
自
転
車
運
転
者
講
習
制
度
」が
は
じ
ま
り
ま
し

た
。受
講
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
は
、５
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、兵
庫
県
で
は
２
０
１
５
年
４
月
１
日「
自
転

車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」

が
制
定
さ
れ
、
10
月
か
ら
自
転
車
利
用
者
は
賠
償
責

任
保
険
へ
の
加
入
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
子
様
が
自
転
車
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
自
転

車
保
険
に
加
入
を
し
て
く
だ
さ
い
。学
生
支
援
事
務

室
の
窓
口
で
も
案
内
を
お
受
け
取
り
い
た
だ
け
ま
す
。

自
転
車
保
険
に
つ
い
て

TOEFLiBT は毎月 3～4 回実施されています。試験日および試験会場の詳細は、
プロメトリックのホームページ（URL：http://www.prometric-jp.com）で確
認できます。

T O E F L 受 験 案内

プロメトリック株式会社　TEL：03－6204－9830
メールでの問い合わせはプロメトリックのホームページの
「お問い合わせフォーム」から行ってください。

【 問い合わせ先 】

【 申し込み方法 】
1.オンライン予約
希望する受験日の4日前までにプロ
メトリックのホームページ（URL：
http://ac.prometric-jp.com/toe
fl/jp/online.html）より申し込む（予
約日によって受験料金が異なりま
す。）予約時に、身分証明書（有効な
パスポート）とクレジットカード（本人
名義以外でも可）等が必要です。
2.電話で予約
希望する受験日の前営業日17時ま
でにプロメトリック（株）RRC予約セン
ター（TEL:03-6204-9830）に試験
の予約を申込む（予約日によって受

験料金が異なります）。予約時に、身
分証明書（有効なパスポート）とクレ
ジットカード（本人名義以外でも可）
等が必要です。
3.郵送で予約
希望する第一希望受験日の4週間前
必着でRegistration Form（申込書）
に必要事項を記入してプロメトリック
（株）RRC予約センターへ送付する。
同封するものは、
◇支払いがクレジットカードの場合
は、申込書のみ
◇支払いがクレジットカードでない
場合は、申込書と国際郵便為替ま
たは銀行小切手

IELTS は大阪会場では毎月 2～3 回実施されています。試験日および試験会場の
詳細は日本英語検定協会のホームページ（URL:http://www.eiken.orjp/ielts/）
で確認できます。

I E LT S 受 験 案内

公共財団法人　日本英語検定協会IELTS大阪テストセンター
〒530-0002　大阪市北区曽根崎新地1-3-16京富ビル4階
TEL：06－6455－6286　FAX：06－6455－6287
E-mail：jp512ielts＠eiken.or.Jp

【 問い合わせ先 】

【 申し込み方法 】
1.オンライン登録
IELTSIDを取得後、締切日までに日
本英語検定協会のホームページ
（URL:http://www.eiken.or.jp/ie
lts/）より申し込みます。予約時に有
効期限内のパスポートを持っていな

ければなりません。オンライン登録
後、パスポートのコピーを所定の用
紙に貼り付けて郵送してください。
2.郵送での登録
郵送での受験登録を希望する方は
lELTSテストセンターに問い合わせ
てください。

後期募集日程①
（2017年春からの派遣者を募集）

国・地域

種　　別
募集公示
募集説明会

出願期間

面接選考
出　　発

韓国・
光州

朝鮮
大学校

韓国・
ソウル市

祥明
大学校

韓国・
高陽

韓国航空
大学校

交換留学
2016年9月19日（月）
2016年9月下旬予定
2016年9月19日（月）
～2016年10月14日（金）
2016年10月下旬予定

2017年2月

後期募集日程②
（2017年秋からの派遣者を募集）

国・地域

種　　別
募集公示
募集説明会

出願期間

エッセイ
面接選考
出　　発

イギリス・
西ヨークシャー州

リーズ

交換留学

イギリス・
北アイルランド

アルスター

派遣留学
2016年9月19日（月）
2016年10月上旬予定
2016年9月19日（月）
～2016年11月30日（水）
2016年12月上旬予定
2016年12月上旬予定

2017年9月

神戸学院大学　2017年度学部入試日程
試験の種別・日程表

試験の種別 学部（学科） 出願期間 試験日 試験地 合格発表日 第1次 第2次
入学手続期間

指定クラブ強化
推薦入試

法，経済，経営，人文，現代社会，
総合リハビリテーション

（社会リハビリテーションのみ）

10／13㈭～
10／20㈭
（必着）

10／13㈭～
2017年
1／31㈫
（必着）

2016年
9／12㈪～9／21㈬

（必着）
10／1㈯ 神戸（有瀬）

10／11㈫
・郵送のみ

AO入試 法，総合リハビリテーション
（社会リハビリテーションのみ）

10／11㈫
（合否通知書は
11日発送）

AO入試
（自己表現評価入試／
吹奏楽・オーケストラ）

人文
（吹奏楽・オーケストラは人文学科のみ）

AO入試
（コミュニケーション力

入試）

グローバル・コミュニケーション
（英語・中国語コースのみ）

外国人留学生入試 グローバル・コミュニケーション
（日本語コースのみ）

10／13㈭～
10／27㈭
（必着）

2016年
9／5㈪～9／15㈭

（必着）

公募制推薦入試
全

（グローバル・コミュニケーション
日本語コースを除く）

11／24㈭～
12／1㈭
（必着）

11／24㈭～
2017年
1／31㈫
（必着）

2016年
10／18㈫～10／31㈪
（消印有効）

11／12㈯
11／13㈰

神戸（ポートアイランド）、
神戸（有瀬）、大阪、名古屋、
金沢、京都、福知山、和歌山、
米子、岡山、広島、徳島、高松、

松山、高知、福岡

11／21㈪
（合否通知書は
21日発送）

外国人留学生入試

法，経済，経営，人文，現代社会，栄養，薬，
総合リハビリテーション

（社会リハビリテーションのみ），
グローバル・コミュニケーション

（日本語コースのみ）

12／1㈭～
12／15㈭
（必着）

12／1㈭～
2017年
1／31㈫
（必着）

2016年
10／28㈮～11／10㈭

（必着）
11／23㈬

経済、人文、
総合リハビリテーション、栄養

神戸（有瀬）

法、経営、現代社会、
グローバル・コミュニケーション、

薬
神戸（ポートアイランド）

11／28㈪
（合否通知書は
28日発送）

帰国生入試

法，経済，経営，人文，現代社会，栄養，薬，
総合リハビリテーション

（社会リハビリテーションのみ），
グローバル・コミュニケーション
（英語・中国語コースのみ）

12／1㈭～
12／8㈭
（必着）

社会人入試

法，経済，経営，人文，現代社会，栄養，
総合リハビリテーション

（社会リハビリテーションのみ），
グローバル・コミュニケーション
（英語・中国語コースのみ）

編・転入試
法，経済，経営，人文，栄養，
総合リハビリテーション

（社会リハビリテーションのみ）

編入試 薬

指定校推薦入試

法，経済，経営，人文，現代社会，栄養，薬，
総合リハビリテーション

（作業療法・社会リハビリテーションのみ），
グローバル・コミュニケーション
（英語・中国語コースのみ）

11／28㈪
・郵送のみ短期大学・専修学校

指定校編入試 法，経済，経営，人文

神戸学院大学附属
高等学校特別入試

全
（グローバル・コミュニケーション

日本語コースを除く）

外国人留学生入試

法，経済，経営，人文，現代社会，栄養，
総合リハビリテーション

（社会リハビリテーションのみ），
グローバル・コミュニケーション

（日本語コースのみ）

2／20㈪～
3／2㈭
（必着）

2／20㈪～
3／9㈭
（必着）

2017年
1／13㈮～1／27㈮

（必着）
2／12㈰ 神戸（有瀬）

2／18㈯
（合否通知書は
18日発送）

社会人入試
法，現代社会，

グローバル・コミュニケーション
（英語・中国語コースのみ）

2／20㈪～
2／27㈪
（必着）

帰国生入試
法，現代社会，

グローバル・コミュニケーション
（英語・中国語コースのみ）

編・転入試 法，経済，経営，人文

指定校推薦入試 グローバル・コミュニケーション
（日本語コースのみ）

2／18㈯
・郵送のみ

外国人留学生入試 グローバル・コミュニケーション
（日本語コースのみ）

3／17㈮～3／24㈮
（必着）

2017年
2／15㈬～2／24㈮

（必着）
3／9㈭ 神戸（ポートアイランド）

3／15㈬
（合否通知書は
15日発送）

前期日程
全

（グローバル・コミュニケーション
日本語コースを除く）

2／20㈪～
2／27㈪
（必着）

2／20㈪～
3／9㈭
（必着）

2016年
12／22㈭～1／16㈪
（消印有効）

1／30㈪
1／31㈫

神戸（ポートアイランド）、
神戸（有瀬）、大阪、東京、
名古屋、金沢、京都、福知山、
和歌山、米子、岡山、広島、徳島、
高松、松山、高知、福岡、鹿児島

2／16㈭
（合否通知書は
16日発送）

中期日程
全

（グローバル・コミュニケーション
日本語コースを除く）

2／20㈪～
2／27㈪
（必着）

2／20㈪～
3／9㈭
（必着）

2016年
12／22㈭～1／23㈪
（消印有効）

2／7㈫
2／8㈬

神戸（ポートアイランド）、
神戸（有瀬）、大阪、東京、
名古屋、金沢、京都、福知山、
和歌山、米子、岡山、広島、徳島、

高松、松山、高知、福岡

2／18㈯
（合否通知書は
18日発送）

後期日程
全

（グローバル・コミュニケーション
日本語コースを除く）

3／17㈮～3／24㈮
（必着）

　2017年
2／15㈬～2／24㈮
（消印有効）

3／9㈭
神戸（ポートアイランド）、
神戸（有瀬）、大阪、名古屋、
岡山、広島、高松、福岡

3／15㈬
（合否通知書は
15日発送）

前期日程
全

（グローバル・コミュニケーション
日本語コースを除く）

2／20㈪～
2／27㈪
（必着）

2／20㈪～
3／9㈭
（必着）

2016年
12／22㈭～1／23㈪
（消印有効） 個別学力

検査等は
課さない

－

2／16㈭
（合否通知書は
16日発送）

後期日程

法，経済，経営，人文，現代社会，栄養，薬，
総合リハビリテーション

（社会リハビリテーションのみ），
グローバル・コミュニケーション
（英語・中国語コースのみ）

3／17㈮～3／24㈮
（必着）

2017年
2／15㈬～3／2㈭
（消印有効）

3／15㈬
（合否通知書は
15日発送）

注：試験地の神戸（ポートアイランド）は本学ポートアイランドキャンパス、神戸（有瀬）は本学有瀬キャンパス。

一
般
入
試

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
利
用
入
試

074603　神戸学院大学　教育後援会会報139号　P15-16

16/070101m→070401m→071501m→080101m→
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学
費
分
納
に
つ
い
て

　
後
期
学
費
分
納
の
申
請
を
受
付
ま
す
。後
期

学
費
分
を
分
割
し
て
納
入
す
る
こ
と
を
希
望
す

る
場
合
は
、
左
記
の
期
間
内
に
書
類
を
受
け
取

り
、
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
期
間
外
の

受
付
は
一
切
行
い
ま
せ
ん
）

●
書
類
配
布
期
間

　
９
月
26
日（
月
）〜
10
月
14
日（
金
）

●
書
類
受
付
期
間

　
10
月
３
日（
月
）〜
10
月
17
日（
月
）

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
窓
口
受
付
期
間
）

●
分
納
許
可
者
発
表

　
10
月
20
日（
木
）

奨
学
金
の
貸
与
・
支
給
を
受
け
て
い
る
方
へ

　
後
期
の
学
費
が
期
日（
10
月
31
日
）ま
で
に
納

入
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
奨
学
金
の
入
金
を

一
時
保
留
し
ま
す
。奨
学
金
を
学
費
に
充
て
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
場
合
は
、
10
月
４
日（
火
）

ま
で
に
Ｋ
Ｐ
Ｃ
は
事
務
セ
ン
タ
ー
②
番
窓
口
、

Ｋ
Ａ
Ｃ
は
学
生
支
援
事
務
室
④
番
の
窓
口
に
申

し
出
る
よ
う
、お
子
様
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
の
継
続
手
続
き
に
つ
い
て

　
年
に
一
度
手
続
き
を
行
う
、「
奨
学
金
継
続

願
」に
つ
い
て
の
詳
細（
配
付
場
所
・
提
出
期
限

等
）を
、
12
月（
予
定
）に
奨
学
金
専
用
掲
示
板

（
Ｋ
Ｐ
Ｃ：Ａ
号
館
１
階
）、（
Ｋ
Ａ
Ｃ：
２
号
館

１
階
）で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。日
本
学
生
支
援
機

構
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
全

員
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
掲
示
板
を
確
認

す
る
よ
う
、お
子
様
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

事務室
Information

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

交
換
・
派
遣
留
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ
お
よ
び

TO
EFL

・IELTS

受
験
案
内

　
朝
鮮
大
学
校
、
祥
明
大
学
校
、
韓
国
航
空
大
学
校
に

２
０
１
７
年
２
月
か
ら
約
１
年
間
、ま
た
は
約
半
年
間
、

リ
ー
ズ
大
学
、ア
ル
ス
タ
ー
大
学
に
２
０
１
７
年
９
月

か
ら
約
１
年
間
派
遣
す
る
交
換
・
派
遣
留
学
生
を
９

月
19
日
か
ら
10
月
17
日（
朝
鮮
大
学
校
・
祥
明
大
学
校
、

韓
国
航
空
大
学
校
）、
ま
た
は
11
月
30
日
（
リ
ー
ズ
大

学
・
ア
ル
ス
タ
ー
大
学
）ま
で
募
集
し
ま
す
。

　
リ
ー
ズ
大
学
・
ア
ル
ス
タ
ー
大
学
の
応
募
に
際
し

て
は
、TO

EFL

又
はIELTS

の
ス
コ
ア
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　
交
換
・
派
遣
留
学
お
よ
び
語
学
検
定
の
受
験
に
関

す
る
質
問
は
国
際
交
流
支
援
事
務
室
（
Ｋ
Ｐ
Ｃ　
Ｄ

号
館
１
階
）・
学
生
支
援
事
務
室（
Ｋ
Ａ
Ｃ　
３
号
館

１
階
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
際
交
流
支
援
事
務
室

●自転車の交通事故防止
　（兵庫県警察）
http://www.police.pref.hyogo.lg.jp/traffi
c/bicycle/index.htm

●ひょうごのけんみん
　自転車保険制度
　（兵庫県交通安全協会）
http://bi.hprtsa.jp/

●学研災付帯賠償責任保険
　（公益財団法人　日本国際
　  教育支援協会）
http://www.jees.or.jp/gakk
ensai/opt-baisho.htm

※加入を希望される方は、ＫＰＣ事務センター（学生
支援）またはＫＡＣ学生支援事務室までお問い合
わせください。

自
転
車
利
用
に
対
す
る
改
正
道
路
交
通
法
が
一
部

施
行
さ
れ
、賠
償
責
任
保
険
へ
の
加
入
が
義
務
化

　
２
０
１
５
年
６
月
１
日
、
改
正
道
路
交
通
法
が
一

部
施
行
さ
れ
、
危
険
な
交
通
違
反（
危
険
行
為
）を
繰

り
返
し
た
自
転
車
利
用
者
に
は
交
通
事
故
を
防
止

す
る
た
め
の
講
習
を
う
け
る
よ
う
命
令
が
く
だ
さ
れ

る
、「
自
転
車
運
転
者
講
習
制
度
」が
は
じ
ま
り
ま
し

た
。受
講
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
は
、５
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、兵
庫
県
で
は
２
０
１
５
年
４
月
１
日「
自
転

車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」

が
制
定
さ
れ
、
10
月
か
ら
自
転
車
利
用
者
は
賠
償
責

任
保
険
へ
の
加
入
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
子
様
が
自
転
車
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
自
転

車
保
険
に
加
入
を
し
て
く
だ
さ
い
。学
生
支
援
事
務

室
の
窓
口
で
も
案
内
を
お
受
け
取
り
い
た
だ
け
ま
す
。

自
転
車
保
険
に
つ
い
て

TOEFLiBT は毎月 3～4 回実施されています。試験日および試験会場の詳細は、
プロメトリックのホームページ（URL：http://www.prometric-jp.com）で確
認できます。

T O E F L 受 験 案内

プロメトリック株式会社　TEL：03－6204－9830
メールでの問い合わせはプロメトリックのホームページの
「お問い合わせフォーム」から行ってください。

【 問い合わせ先 】

【 申し込み方法 】
1.オンライン予約
希望する受験日の4日前までにプロ
メトリックのホームページ（URL：
http://ac.prometric-jp.com/toe
fl/jp/online.html）より申し込む（予
約日によって受験料金が異なりま
す。）予約時に、身分証明書（有効な
パスポート）とクレジットカード（本人
名義以外でも可）等が必要です。
2.電話で予約
希望する受験日の前営業日17時ま
でにプロメトリック（株）RRC予約セン
ター（TEL:03-6204-9830）に試験
の予約を申込む（予約日によって受

験料金が異なります）。予約時に、身
分証明書（有効なパスポート）とクレ
ジットカード（本人名義以外でも可）
等が必要です。
3.郵送で予約
希望する第一希望受験日の4週間前
必着でRegistration Form（申込書）
に必要事項を記入してプロメトリック
（株）RRC予約センターへ送付する。
同封するものは、
◇支払いがクレジットカードの場合
は、申込書のみ
◇支払いがクレジットカードでない
場合は、申込書と国際郵便為替ま
たは銀行小切手

IELTS は大阪会場では毎月 2～3 回実施されています。試験日および試験会場の
詳細は日本英語検定協会のホームページ（URL:http://www.eiken.orjp/ielts/）
で確認できます。

I E LT S 受 験 案内

公共財団法人　日本英語検定協会IELTS大阪テストセンター
〒530-0002　大阪市北区曽根崎新地1-3-16京富ビル4階
TEL：06－6455－6286　FAX：06－6455－6287
E-mail：jp512ielts＠eiken.or.Jp

【 問い合わせ先 】

【 申し込み方法 】
1.オンライン登録
IELTSIDを取得後、締切日までに日
本英語検定協会のホームページ
（URL:http://www.eiken.or.jp/ie
lts/）より申し込みます。予約時に有
効期限内のパスポートを持っていな

ければなりません。オンライン登録
後、パスポートのコピーを所定の用
紙に貼り付けて郵送してください。
2.郵送での登録
郵送での受験登録を希望する方は
lELTSテストセンターに問い合わせ
てください。

後期募集日程①
（2017年春からの派遣者を募集）

国・地域

種　　別
募集公示
募集説明会

出願期間

面接選考
出　　発

韓国・
光州

朝鮮
大学校

韓国・
ソウル市

祥明
大学校

韓国・
高陽

韓国航空
大学校

交換留学
2016年9月19日（月）
2016年9月下旬予定
2016年9月19日（月）
～2016年10月14日（金）
2016年10月下旬予定

2017年2月

後期募集日程②
（2017年秋からの派遣者を募集）

国・地域

種　　別
募集公示
募集説明会

出願期間

エッセイ
面接選考
出　　発

イギリス・
西ヨークシャー州

リーズ

交換留学

イギリス・
北アイルランド

アルスター

派遣留学
2016年9月19日（月）
2016年10月上旬予定
2016年9月19日（月）
～2016年11月30日（水）
2016年12月上旬予定
2016年12月上旬予定

2017年9月

神戸学院大学　2017年度学部入試日程
試験の種別・日程表

試験の種別 学部（学科） 出願期間 試験日 試験地 合格発表日 第1次 第2次
入学手続期間

指定クラブ強化
推薦入試

法，経済，経営，人文，現代社会，
総合リハビリテーション

（社会リハビリテーションのみ）

10／13㈭～
10／20㈭
（必着）

10／13㈭～
2017年
1／31㈫
（必着）

2016年
9／12㈪～9／21㈬

（必着）
10／1㈯ 神戸（有瀬）

10／11㈫
・郵送のみ

AO入試 法，総合リハビリテーション
（社会リハビリテーションのみ）

10／11㈫
（合否通知書は
11日発送）

AO入試
（自己表現評価入試／
吹奏楽・オーケストラ）

人文
（吹奏楽・オーケストラは人文学科のみ）

AO入試
（コミュニケーション力

入試）

グローバル・コミュニケーション
（英語・中国語コースのみ）

外国人留学生入試 グローバル・コミュニケーション
（日本語コースのみ）

10／13㈭～
10／27㈭
（必着）

2016年
9／5㈪～9／15㈭

（必着）

公募制推薦入試
全

（グローバル・コミュニケーション
日本語コースを除く）

11／24㈭～
12／1㈭
（必着）

11／24㈭～
2017年
1／31㈫
（必着）

2016年
10／18㈫～10／31㈪
（消印有効）

11／12㈯
11／13㈰

神戸（ポートアイランド）、
神戸（有瀬）、大阪、名古屋、
金沢、京都、福知山、和歌山、
米子、岡山、広島、徳島、高松、

松山、高知、福岡

11／21㈪
（合否通知書は
21日発送）

外国人留学生入試

法，経済，経営，人文，現代社会，栄養，薬，
総合リハビリテーション

（社会リハビリテーションのみ），
グローバル・コミュニケーション

（日本語コースのみ）

12／1㈭～
12／15㈭
（必着）

12／1㈭～
2017年
1／31㈫
（必着）

2016年
10／28㈮～11／10㈭

（必着）
11／23㈬

経済、人文、
総合リハビリテーション、栄養

神戸（有瀬）

法、経営、現代社会、
グローバル・コミュニケーション、

薬
神戸（ポートアイランド）

11／28㈪
（合否通知書は
28日発送）

帰国生入試

法，経済，経営，人文，現代社会，栄養，薬，
総合リハビリテーション

（社会リハビリテーションのみ），
グローバル・コミュニケーション
（英語・中国語コースのみ）

12／1㈭～
12／8㈭
（必着）

社会人入試

法，経済，経営，人文，現代社会，栄養，
総合リハビリテーション

（社会リハビリテーションのみ），
グローバル・コミュニケーション
（英語・中国語コースのみ）

編・転入試
法，経済，経営，人文，栄養，
総合リハビリテーション

（社会リハビリテーションのみ）

編入試 薬

指定校推薦入試

法，経済，経営，人文，現代社会，栄養，薬，
総合リハビリテーション

（作業療法・社会リハビリテーションのみ），
グローバル・コミュニケーション
（英語・中国語コースのみ）

11／28㈪
・郵送のみ短期大学・専修学校

指定校編入試 法，経済，経営，人文

神戸学院大学附属
高等学校特別入試

全
（グローバル・コミュニケーション

日本語コースを除く）

外国人留学生入試

法，経済，経営，人文，現代社会，栄養，
総合リハビリテーション

（社会リハビリテーションのみ），
グローバル・コミュニケーション

（日本語コースのみ）

2／20㈪～
3／2㈭
（必着）

2／20㈪～
3／9㈭
（必着）

2017年
1／13㈮～1／27㈮

（必着）
2／12㈰ 神戸（有瀬）

2／18㈯
（合否通知書は
18日発送）

社会人入試
法，現代社会，

グローバル・コミュニケーション
（英語・中国語コースのみ）

2／20㈪～
2／27㈪
（必着）

帰国生入試
法，現代社会，

グローバル・コミュニケーション
（英語・中国語コースのみ）

編・転入試 法，経済，経営，人文

指定校推薦入試 グローバル・コミュニケーション
（日本語コースのみ）

2／18㈯
・郵送のみ

外国人留学生入試 グローバル・コミュニケーション
（日本語コースのみ）

3／17㈮～3／24㈮
（必着）

2017年
2／15㈬～2／24㈮

（必着）
3／9㈭ 神戸（ポートアイランド）

3／15㈬
（合否通知書は
15日発送）

前期日程
全

（グローバル・コミュニケーション
日本語コースを除く）

2／20㈪～
2／27㈪
（必着）

2／20㈪～
3／9㈭
（必着）

2016年
12／22㈭～1／16㈪
（消印有効）

1／30㈪
1／31㈫

神戸（ポートアイランド）、
神戸（有瀬）、大阪、東京、
名古屋、金沢、京都、福知山、
和歌山、米子、岡山、広島、徳島、
高松、松山、高知、福岡、鹿児島

2／16㈭
（合否通知書は
16日発送）

中期日程
全

（グローバル・コミュニケーション
日本語コースを除く）

2／20㈪～
2／27㈪
（必着）

2／20㈪～
3／9㈭
（必着）

2016年
12／22㈭～1／23㈪
（消印有効）

2／7㈫
2／8㈬

神戸（ポートアイランド）、
神戸（有瀬）、大阪、東京、
名古屋、金沢、京都、福知山、
和歌山、米子、岡山、広島、徳島、

高松、松山、高知、福岡

2／18㈯
（合否通知書は
18日発送）

後期日程
全

（グローバル・コミュニケーション
日本語コースを除く）

3／17㈮～3／24㈮
（必着）

　2017年
2／15㈬～2／24㈮
（消印有効）

3／9㈭
神戸（ポートアイランド）、
神戸（有瀬）、大阪、名古屋、
岡山、広島、高松、福岡

3／15㈬
（合否通知書は
15日発送）

前期日程
全

（グローバル・コミュニケーション
日本語コースを除く）

2／20㈪～
2／27㈪
（必着）

2／20㈪～
3／9㈭
（必着）

2016年
12／22㈭～1／23㈪
（消印有効） 個別学力

検査等は
課さない

－

2／16㈭
（合否通知書は
16日発送）

後期日程

法，経済，経営，人文，現代社会，栄養，薬，
総合リハビリテーション

（社会リハビリテーションのみ），
グローバル・コミュニケーション
（英語・中国語コースのみ）

3／17㈮～3／24㈮
（必着）

2017年
2／15㈬～3／2㈭
（消印有効）

3／15㈬
（合否通知書は
15日発送）

注：試験地の神戸（ポートアイランド）は本学ポートアイランドキャンパス、神戸（有瀬）は本学有瀬キャンパス。

一
般
入
試

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
利
用
入
試

074603　神戸学院大学　教育後援会会報139号　P15-16

16/070101m→070401m→071501m→080101m→
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平成27年度決算および平成28年度予算について神戸学院大学

〔法人部門含む〕（単位：円）

部門    神戸学院大学
　（単位：円）

科　　目 本年度末

資産の部

77,681,539,622　　 　　 
55,583,933,757　　 

19,663,463,431
27,405,880,338
1,132,262,128
1,487,982,168
157,511,233
5,734,280,501

2,553,958
19,845,579,021　　 

4,712,899,707
3,293,466,000
999,150,000

10,000,000,000
150,000,000
40,063,314
250,000,000
400,000,000

2,252,026,844　　 
342,640,000
7,246,209
13,141,253
524,160,288

396,836
101,946,976
3,848,350
10,000

1,258,636,932
6,768,861,372　　 　　 

6,440,112,846
221,783,275
17,345,232
2,829,603
86,790,416

84,450,400,994

前年度末

82,320,043,736　　 　　 
60,051,011,757　　 

21,777,970,237
29,580,475,675
1,364,086,149
1,477,277,709
168,326,201
5,681,429,295

1,446,491
19,704,803,807　　 

4,712,899,707
3,227,353,000
999,150,000

10,000,000,000
100,000,000
15,401,100
250,000,000
400,000,000

2,564,228,172　　 
342,640,000
7,246,209
15,249,678

1,024,740,368
784,887

116,506,330
3,020,000

0
1,054,040,700

8,064,185,128　　 　　 
7,437,211,968
504,902,773
22,478,606
10,131,154
89,460,627

90,384,228,864

増　減

△ 4,779,279,328　　 　　 
△ 4,467,078,000　　 

△ 2,114,506,806
△ 2,174,595,337
△ 231,824,021

10,704,459
△ 10,814,968
52,851,206
1,107,467

140,775,214　　 
0

66,113,000
0
0

50,000,000
24,662,214

0
0

△ 312,201,328　　 
0
0

△ 2,108,425
△ 500,580,080

△ 388,051
△ 14,559,354

828,350
10,000

204,596,232
△ 1,295,323,756　　 　　 

△ 997,099,122
△ 283,119,498
△ 5,133,374
△ 7,301,551
△ 2,670,211

△ 6,074,603,084

平成28年3月31日

〔法人部門含む〕（単位：円）

科　　目 27年度決算 28年度予算

12,287,833,800
406,059,960
44,196,614
950,220,405
22,203,935
286,078,736

13,996,593,450

7,733,454,593
5,387,180,982
681,947,124
7,479,709

13,810,062,408

186,531,042

302,293,634
302,293,634

104,998,950
104,998,950

197,294,684

383,825,726

15,077,749
125,783,146
140,860,895

2,912,330,096
2,912,330,096

△ 2,771,469,201

220,691,624

3,567,618,534

△ 3,346,926,910

△ 5,734,570,385

0

△ 5,734,570,385

△ 17,092,621,647

4,057,867,541

△ 18,769,324,491

12,942,315,000
370,140,000
145,000,000
849,911,000
33,000,000
384,843,000

14,725,209,000

7,951,030,000
5,668,227,000
615,529,000

‒
14,234,786,000

490,423,000

310,000,000
310,000,000

93,332,000
93,332,000

216,668,000

707,091,000

43,630,000
185,000,000
228,630,000

11,000,000
11,000,000

217,630,000

239,338,000

438,326,000

△ 198,988,000

100,000,000

625,733,000

△ 1,593,865,000

△ 968,132,000

△ 21,678,388,647

0

△ 22,646,520,647

学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
経 常 費 等 補 助 金
付 随 事 業 収 入
雑 収 入
教 育 活 動 収 入 　 計

人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
徴 収 不 能 額 等
教 育 活 動 支 出 　 計

教 育 活 動 収 支 差 額

受 取 利 息 ・ 配 当 金
教 育 活 動 外 収 入 　 計

借 入 金 等 利 息
教 育 活 動 外 支 出 　 計

教 育 活 動 外 収 支 差 額

資 産 売 却 差 額
そ の 他 の 特 別 収 入
特 別 収 入 　 計

資 産 処 分 差 額
特 別 支 出 　 計

特 別 収 支 差 額

法人間内部取引収支差額

14,660,439,603

20,395,009,988

15,503,177,000

14,877,444,000

（参考）

科　　目 27年度決算 28年度予算

支出の部

7,667,342,037
3,344,139,451
542,122,975
104,998,950
555,550,000
514,547,783
404,261,433
185,750,663
831,064,256
3,567,618,534

－
△ 216,289,393
6,440,112,846

23,941,219,535

7,954,259,000
3,641,528,000
521,274,000
93,332,000
555,550,000
645,660,000
475,448,000
1,320,000,000
703,472,000
438,326,000
100,000,000

△ 140,000,000
5,480,588,109

21,789,437,109

人 件 費 支 出
教 育 研 究 経 費 支 出
管 理 経 費 支 出
借 入 金 等 利 息 支 出
借 入 金 等 返 済 支 出
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
資 産 運 用 支 出
そ の 他 の 支 出
法 人 諸 費
予 備 費
資 金 支 出 調 整 勘 定
翌年度繰越支払資金

支 出 の 部 合 計

科　　目 27年度決算

収入の部

12,287,833,800
406,059,960
48,525,614

1,002,049,405
935,633,278
22,203,935
302,293,634
272,991,798
2,438,295,700
1,130,256,394
220,691,624

△ 2,562,827,575
7,437,211,968

23,941,219,535

28年度予算

12,942,315,000
370,140,000
295,000,000
859,911,000
152,375,000
33,000,000
310,000,000
384,843,000
2,324,663,000
770,729,000
218,338,000

△　2,695,421,000
5,823,544,109

21,789,437,109

学生生徒等納付金収入
手 数 料 収 入
寄 付 金 収 入
補 助 金 収 入
資 産 売 却 収 入
付随事業・収益事業収入
受取利息・配当金収入
雑 収 入
前 受 金 収 入
そ の 他 の 収 入
二校からの受入収入
資 金 収 入 調 整 勘 定
前年度繰越支払資金

収 入 の 部 合 計

学校法人神戸学院理事会において、平成27年度決算および平成28年度予算が承認されました。神戸学院大学の資金
収支及び事業活動収支における「平成27年度決算と平成28年度予算」の対比は、【別表１・２】のとおりです。また、貸
借対照表【別表３】で、平成28年3月末日の神戸学院大学の財政状況を示しています。

経 常 収 支 差 額

予 備 費

基 本 金 組 入 前 当 年 度 収 支 差 額

基 本 金 組 入 額 合 計

当 年 度 収 支 差 額

前 年 度 繰 越 収 支 差 額

基 本 金 取 崩 額 合 計

翌 年 度 繰 越 収 支 差 額

二 校 か ら の 受 入 収 入

法 人 諸 費

教育活動収支

教育活動外収支

特 別 収 支

法人間内部取引

事業活動収入の部

事業活動支出の部

事業活動収入の部

事業活動支出の部

事業活動収入の部

事業活動支出の部

事 業 活 動 収 入 　 計

事 業 活 動 支 出 　 計

資金収支計算書別表1

事業活動収支計算書別表2

貸借対照表
別表3

（注） 平成２８年度予算は、当初予算です。

（注） 平成２８年度予算は、当初予算です。

科　　目 27年度決算 28年度予算

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
土 地
建 物
構 築 物
教 育 研 究 用 機 器 備 品
管 理 用 機 器 備 品
図 書
車 輌
特 定 資 産
第 3 号 基 本 金 引 当 特 定 資 産
退 職 給 与 引 当 特 定 資 産
災 害 対 策 引 当 特 定 資 産
減 価 償 却 引 当 特 定 資 産
教 育 研 究 環 境 整 備 引 当 特 定 資 産
大学創立５０周年記念募金引当特定資産
教 育 改 革 推 進 引 当 特 定 資 産
起 業 家 育 成 引 当 特 定 資 産
そ の 他 の 固 定 資 産
借 地 権
電 話 加 入 権
施 設 利 用 権
有 価 証 券
管 理 用 ソ フ ト ウ ェ ア
長 期 貸 付 金
敷 金
差 入 保 証 金
同 窓 会 等 預 り 資 産

流 動 資 産
現 金 預 金
未 収 入 金
短 期 貸 付 金
立 替 金
前 払 金

資 産 の 部 合 計

科　　目 本年度末

負債の部

8,440,952,432　　 　　 
3,888,850,000
3,293,465,500
1,258,636,932

3,738,714,501　　 　　 
555,550,000
126,828,766
2,438,295,700
598,395,798
19,644,237

12,179,666,933

8,440,952,432　　 　　 
3,888,850,000
3,293,465,500
1,258,636,932

3,738,714,501　　 　　 
555,550,000
126,828,766
2,438,295,700
598,395,798
19,644,237

12,179,666,933

前年度末

8,725,793,644　　 　　 
4,444,400,000
3,227,352,944
1,054,040,700

3,653,130,774　　 　　 
555,550,000
130,195,719
2,341,044,300
606,696,518
19,644,237

12,378,924,418

増　減

△ 284,841,212　　 　　 
△ 555,550,000

66,112,556
204,596,232

85,583,727　　 　　 
0

△ 3,366,953
97,251,400
△ 8,300,720

0

△ 199,257,485

固 定 負 債
長 期 借 入 金
退 職 給 与 引 当 金
同 窓 会 等 預 り 金

流 動 負 債
短 期 借 入 金
未 払 金
前 受 金
預 り 金
法 人 口 座

負 債 の 部 合 計

科　　目 本年度末

純資産の部

91,040,058,552　　 　　 
85,409,158,845
4,712,899,707
918,000,000

△ 18,769,324,491　　 　　 
△ 18,769,324,491　　 

72,270,734,061
84,450,400,994

前年度末

95,097,926,093　　 　　 
89,467,026,386
4,712,899,707
918,000,000

△ 17,092,621,647　　 　　 
△ 17,092,621,647　　 

78,005,304,446
90,384,228,864

増　減

△ 4,057,867,541　　 　　 
△ 4,057,867,541

0
0

△ 1,676,702,844　　 　　 
△ 1,676,702,844　　 

△ 5,734,570,385
△ 5,933,827,870

基 本 金
第 １ 号 基 本 金
第 ３ 号 基 本 金
第 ４ 号 基 本 金

繰 越 収 支 差 額
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額
純 資 産 の 部 合 計
負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計

基 本 金
第 １ 号 基 本 金
第 ３ 号 基 本 金
第 ４ 号 基 本 金

繰 越 収 支 差 額
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額
純 資 産 の 部 合 計
負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計
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平成27年度決算および平成28年度予算について神戸学院大学

〔法人部門含む〕（単位：円）

部門    神戸学院大学
　（単位：円）

科　　目 本年度末

資産の部

77,681,539,622　　 　　 
55,583,933,757　　 

19,663,463,431
27,405,880,338
1,132,262,128
1,487,982,168
157,511,233
5,734,280,501

2,553,958
19,845,579,021　　 

4,712,899,707
3,293,466,000
999,150,000

10,000,000,000
150,000,000
40,063,314
250,000,000
400,000,000

2,252,026,844　　 
342,640,000
7,246,209
13,141,253
524,160,288

396,836
101,946,976
3,848,350
10,000

1,258,636,932
6,768,861,372　　 　　 

6,440,112,846
221,783,275
17,345,232
2,829,603
86,790,416

84,450,400,994

前年度末

82,320,043,736　　 　　 
60,051,011,757　　 

21,777,970,237
29,580,475,675
1,364,086,149
1,477,277,709
168,326,201
5,681,429,295

1,446,491
19,704,803,807　　 

4,712,899,707
3,227,353,000
999,150,000

10,000,000,000
100,000,000
15,401,100
250,000,000
400,000,000

2,564,228,172　　 
342,640,000
7,246,209
15,249,678

1,024,740,368
784,887

116,506,330
3,020,000

0
1,054,040,700

8,064,185,128　　 　　 
7,437,211,968
504,902,773
22,478,606
10,131,154
89,460,627

90,384,228,864

増　減

△ 4,779,279,328　　 　　 
△ 4,467,078,000　　 

△ 2,114,506,806
△ 2,174,595,337
△ 231,824,021

10,704,459
△ 10,814,968
52,851,206
1,107,467

140,775,214　　 
0

66,113,000
0
0

50,000,000
24,662,214

0
0

△ 312,201,328　　 
0
0

△ 2,108,425
△ 500,580,080

△ 388,051
△ 14,559,354

828,350
10,000

204,596,232
△ 1,295,323,756　　 　　 

△ 997,099,122
△ 283,119,498
△ 5,133,374
△ 7,301,551
△ 2,670,211

△ 6,074,603,084

平成28年3月31日

〔法人部門含む〕（単位：円）

科　　目 27年度決算 28年度予算

12,287,833,800
406,059,960
44,196,614
950,220,405
22,203,935
286,078,736

13,996,593,450

7,733,454,593
5,387,180,982
681,947,124
7,479,709

13,810,062,408

186,531,042

302,293,634
302,293,634

104,998,950
104,998,950

197,294,684

383,825,726

15,077,749
125,783,146
140,860,895

2,912,330,096
2,912,330,096

△ 2,771,469,201

220,691,624

3,567,618,534

△ 3,346,926,910

△ 5,734,570,385

0

△ 5,734,570,385

△ 17,092,621,647

4,057,867,541

△ 18,769,324,491

12,942,315,000
370,140,000
145,000,000
849,911,000
33,000,000
384,843,000

14,725,209,000

7,951,030,000
5,668,227,000
615,529,000

‒
14,234,786,000

490,423,000

310,000,000
310,000,000

93,332,000
93,332,000

216,668,000

707,091,000

43,630,000
185,000,000
228,630,000

11,000,000
11,000,000

217,630,000

239,338,000

438,326,000

△ 198,988,000

100,000,000

625,733,000

△ 1,593,865,000

△ 968,132,000

△ 21,678,388,647

0

△ 22,646,520,647

学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
経 常 費 等 補 助 金
付 随 事 業 収 入
雑 収 入
教 育 活 動 収 入 　 計

人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
徴 収 不 能 額 等
教 育 活 動 支 出 　 計

教 育 活 動 収 支 差 額

受 取 利 息 ・ 配 当 金
教 育 活 動 外 収 入 　 計

借 入 金 等 利 息
教 育 活 動 外 支 出 　 計

教 育 活 動 外 収 支 差 額

資 産 売 却 差 額
そ の 他 の 特 別 収 入
特 別 収 入 　 計

資 産 処 分 差 額
特 別 支 出 　 計

特 別 収 支 差 額

法人間内部取引収支差額

14,660,439,603

20,395,009,988

15,503,177,000

14,877,444,000

（参考）

科　　目 27年度決算 28年度予算

支出の部

7,667,342,037
3,344,139,451
542,122,975
104,998,950
555,550,000
514,547,783
404,261,433
185,750,663
831,064,256
3,567,618,534

－
△ 216,289,393
6,440,112,846

23,941,219,535

7,954,259,000
3,641,528,000
521,274,000
93,332,000
555,550,000
645,660,000
475,448,000
1,320,000,000
703,472,000
438,326,000
100,000,000

△ 140,000,000
5,480,588,109

21,789,437,109

人 件 費 支 出
教 育 研 究 経 費 支 出
管 理 経 費 支 出
借 入 金 等 利 息 支 出
借 入 金 等 返 済 支 出
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
資 産 運 用 支 出
そ の 他 の 支 出
法 人 諸 費
予 備 費
資 金 支 出 調 整 勘 定
翌年度繰越支払資金

支 出 の 部 合 計

科　　目 27年度決算

収入の部

12,287,833,800
406,059,960
48,525,614

1,002,049,405
935,633,278
22,203,935
302,293,634
272,991,798
2,438,295,700
1,130,256,394
220,691,624

△ 2,562,827,575
7,437,211,968

23,941,219,535

28年度予算

12,942,315,000
370,140,000
295,000,000
859,911,000
152,375,000
33,000,000
310,000,000
384,843,000
2,324,663,000
770,729,000
218,338,000

△　2,695,421,000
5,823,544,109

21,789,437,109

学生生徒等納付金収入
手 数 料 収 入
寄 付 金 収 入
補 助 金 収 入
資 産 売 却 収 入
付随事業・収益事業収入
受取利息・配当金収入
雑 収 入
前 受 金 収 入
そ の 他 の 収 入
二校からの受入収入
資 金 収 入 調 整 勘 定
前年度繰越支払資金

収 入 の 部 合 計

学校法人神戸学院理事会において、平成27年度決算および平成28年度予算が承認されました。神戸学院大学の資金
収支及び事業活動収支における「平成27年度決算と平成28年度予算」の対比は、【別表１・２】のとおりです。また、貸
借対照表【別表３】で、平成28年3月末日の神戸学院大学の財政状況を示しています。

経 常 収 支 差 額

予 備 費

基 本 金 組 入 前 当 年 度 収 支 差 額

基 本 金 組 入 額 合 計

当 年 度 収 支 差 額

前 年 度 繰 越 収 支 差 額

基 本 金 取 崩 額 合 計

翌 年 度 繰 越 収 支 差 額

二 校 か ら の 受 入 収 入

法 人 諸 費

教育活動収支

教育活動外収支

特 別 収 支

法人間内部取引

事業活動収入の部

事業活動支出の部

事業活動収入の部

事業活動支出の部

事業活動収入の部

事業活動支出の部

事 業 活 動 収 入 　 計

事 業 活 動 支 出 　 計

資金収支計算書別表1

事業活動収支計算書別表2

貸借対照表
別表3

（注） 平成２８年度予算は、当初予算です。

（注） 平成２８年度予算は、当初予算です。

科　　目 27年度決算 28年度予算

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
土 地
建 物
構 築 物
教 育 研 究 用 機 器 備 品
管 理 用 機 器 備 品
図 書
車 輌
特 定 資 産
第 3 号 基 本 金 引 当 特 定 資 産
退 職 給 与 引 当 特 定 資 産
災 害 対 策 引 当 特 定 資 産
減 価 償 却 引 当 特 定 資 産
教 育 研 究 環 境 整 備 引 当 特 定 資 産
大学創立５０周年記念募金引当特定資産
教 育 改 革 推 進 引 当 特 定 資 産
起 業 家 育 成 引 当 特 定 資 産
そ の 他 の 固 定 資 産
借 地 権
電 話 加 入 権
施 設 利 用 権
有 価 証 券
管 理 用 ソ フ ト ウ ェ ア
長 期 貸 付 金
敷 金
差 入 保 証 金
同 窓 会 等 預 り 資 産

流 動 資 産
現 金 預 金
未 収 入 金
短 期 貸 付 金
立 替 金
前 払 金

資 産 の 部 合 計

科　　目 本年度末

負債の部

8,440,952,432　　 　　 
3,888,850,000
3,293,465,500
1,258,636,932

3,738,714,501　　 　　 
555,550,000
126,828,766
2,438,295,700
598,395,798
19,644,237

12,179,666,933

8,440,952,432　　 　　 
3,888,850,000
3,293,465,500
1,258,636,932

3,738,714,501　　 　　 
555,550,000
126,828,766
2,438,295,700
598,395,798
19,644,237

12,179,666,933

前年度末

8,725,793,644　　 　　 
4,444,400,000
3,227,352,944
1,054,040,700

3,653,130,774　　 　　 
555,550,000
130,195,719
2,341,044,300
606,696,518
19,644,237

12,378,924,418

増　減

△ 284,841,212　　 　　 
△ 555,550,000

66,112,556
204,596,232

85,583,727　　 　　 
0

△ 3,366,953
97,251,400
△ 8,300,720

0

△ 199,257,485

固 定 負 債
長 期 借 入 金
退 職 給 与 引 当 金
同 窓 会 等 預 り 金

流 動 負 債
短 期 借 入 金
未 払 金
前 受 金
預 り 金
法 人 口 座

負 債 の 部 合 計

科　　目 本年度末

純資産の部

91,040,058,552　　 　　 
85,409,158,845
4,712,899,707
918,000,000

△ 18,769,324,491　　 　　 
△ 18,769,324,491　　 

72,270,734,061
84,450,400,994

前年度末

95,097,926,093　　 　　 
89,467,026,386
4,712,899,707
918,000,000

△ 17,092,621,647　　 　　 
△ 17,092,621,647　　 

78,005,304,446
90,384,228,864

増　減

△ 4,057,867,541　　 　　 
△ 4,057,867,541

0
0

△ 1,676,702,844　　 　　 
△ 1,676,702,844　　 

△ 5,734,570,385
△ 5,933,827,870

基 本 金
第 １ 号 基 本 金
第 ３ 号 基 本 金
第 ４ 号 基 本 金

繰 越 収 支 差 額
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額
純 資 産 の 部 合 計
負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計

基 本 金
第 １ 号 基 本 金
第 ３ 号 基 本 金
第 ４ 号 基 本 金

繰 越 収 支 差 額
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額
純 資 産 の 部 合 計
負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計
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大学祭中央実行委員会

今年のテーマは 「繋」
つなぐ

大学祭中央実行委員会の
中心メンバー
会　長　中畑祐輔さん（中央）
副会長　岩村美樹さん（左）
　　　　中塚桃子さん（右）

　今年の大学祭は11月3日（木・祝）から11月6日（日）ま
での4日間、1日目と2日目はポートアイランドキャンパ
ス、3日目と4日目は有瀬キャンパスで開催します。大学
祭にご来場いただいた方、模擬店出店などで参加してく
れた方、みんなが互いに繋がり、「楽しい」「楽しむ」を共有
してもらいたいという思いから、今年のテーマは「繋」に決
定。各日ごとに“繋ぐ”をキーワードにしたコンセプトに
沿って、企画・イベントを展開していきます。
　ステージ、模擬店、アミューズメントパークなど、昨年よ
りもさらにグレードアップしたイベントをたくさん企画し
て、大学祭を盛り上げていきます。

つなぐ

　第1日目のコンセプトは“文化”で繋
ぐ。日本のサブカルチャーにスポットを
あてた「コスプレ」では、いろんなキャラ
クターに仮装した人達が集まり、写真
撮影などをして会場を盛り上げます。
また、模擬店では留学生の国の郷土料
理を提供することも企画しています。
他には、広々としたキャンパスグリーン
でのフリーマーケットの開催やビンゴ
大会など、楽しんでいただけるイベン
トを多数企画しています。

“文化”で繋ぐ
●祝・●木

　第2日目のコンセプトは“仲間”で繋ぐ。この日は平日と
いうこともあり、本学の学生を中心とした企画を考えてい
ます。注目のイベントは、「M－1」。本学の学生から参加者
を募集、漫才コンビを結成し、一番おもしろかったコンビ
を決定する企画です。他にも「脱出ゲーム」など、盛りだく
さんの企画を準備しています。

“仲間”で繋ぐ
●金

　3日目はスペシャルゲストの登場です。有瀬キャンパ
スの体育館で約2000人規模のアーティストライブを
予定しています。また、神戸で活動しているよさこい団
体と協力し「よさこい大会」を開催。他にも、フラッシュ
モブや音系団体によるライブなど、音楽とダンスで大
いに盛り上げ、最終日につなげていきます。

“ミュージック＆
　　　ダンス”で繋ぐ●土

　最終日のコンセプトは、“スポーツ”で繋ぐ。
注目のイベントは、ヴィッセル神戸とのコラボ
企画「キックターゲット」。他にもバブルサッ
カーや体育会団体、ピアサポート主催のス
ポーツ企画など、子どもから大人まで、楽しく
参加できる企画を考えています。

“スポーツ”で繋ぐ
●日

　今年もステージ企画、模擬
店、フリーマーケット、アミュー
ズメントパークなど、4日間を通
して企画しています。模擬店で
は、今年4月にポートアイランド
に校舎を移転した神戸学院大
学附属高等学校の学生にも出
店していただく予定です。

模擬店・
　体験ブース

本学は今年、大学創立50周年を迎えました。これまでの歴史を築き上げて下さった先輩方、
そして日頃より多大なご支援、ご協力をいただいている職員の方、保護者の皆様に感謝し、
大きな節目となる今年の大学祭をスタッフ一丸となって、精一杯作り上げていきます。
ぜひご来場いただき、キャンパスや大学祭の雰囲気とともに、さらなる進化を続ける神戸学
院大学の「今」を感じ取っていただけたらと思っています。

大学祭
中央実行委

員会
からの
メッセージ
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大学祭中央実行委員会

今年のテーマは 「繋」
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大学祭中央実行委員会の
中心メンバー
会　長　中畑祐輔さん（中央）
副会長　岩村美樹さん（左）
　　　　中塚桃子さん（右）

　今年の大学祭は11月3日（木・祝）から11月6日（日）ま
での4日間、1日目と2日目はポートアイランドキャンパ
ス、3日目と4日目は有瀬キャンパスで開催します。大学
祭にご来場いただいた方、模擬店出店などで参加してく
れた方、みんなが互いに繋がり、「楽しい」「楽しむ」を共有
してもらいたいという思いから、今年のテーマは「繋」に決
定。各日ごとに“繋ぐ”をキーワードにしたコンセプトに
沿って、企画・イベントを展開していきます。
　ステージ、模擬店、アミューズメントパークなど、昨年よ
りもさらにグレードアップしたイベントをたくさん企画し
て、大学祭を盛り上げていきます。

つなぐ

　第1日目のコンセプトは“文化”で繋
ぐ。日本のサブカルチャーにスポットを
あてた「コスプレ」では、いろんなキャラ
クターに仮装した人達が集まり、写真
撮影などをして会場を盛り上げます。
また、模擬店では留学生の国の郷土料
理を提供することも企画しています。
他には、広々としたキャンパスグリーン
でのフリーマーケットの開催やビンゴ
大会など、楽しんでいただけるイベン
トを多数企画しています。

“文化”で繋ぐ
●祝・●木

　第2日目のコンセプトは“仲間”で繋ぐ。この日は平日と
いうこともあり、本学の学生を中心とした企画を考えてい
ます。注目のイベントは、「M－1」。本学の学生から参加者
を募集、漫才コンビを結成し、一番おもしろかったコンビ
を決定する企画です。他にも「脱出ゲーム」など、盛りだく
さんの企画を準備しています。

“仲間”で繋ぐ
●金

　3日目はスペシャルゲストの登場です。有瀬キャンパ
スの体育館で約2000人規模のアーティストライブを
予定しています。また、神戸で活動しているよさこい団
体と協力し「よさこい大会」を開催。他にも、フラッシュ
モブや音系団体によるライブなど、音楽とダンスで大
いに盛り上げ、最終日につなげていきます。

“ミュージック＆
　　　ダンス”で繋ぐ●土

　最終日のコンセプトは、“スポーツ”で繋ぐ。
注目のイベントは、ヴィッセル神戸とのコラボ
企画「キックターゲット」。他にもバブルサッ
カーや体育会団体、ピアサポート主催のス
ポーツ企画など、子どもから大人まで、楽しく
参加できる企画を考えています。

“スポーツ”で繋ぐ
●日

　今年もステージ企画、模擬
店、フリーマーケット、アミュー
ズメントパークなど、4日間を通
して企画しています。模擬店で
は、今年4月にポートアイランド
に校舎を移転した神戸学院大
学附属高等学校の学生にも出
店していただく予定です。

模擬店・
　体験ブース

本学は今年、大学創立50周年を迎えました。これまでの歴史を築き上げて下さった先輩方、
そして日頃より多大なご支援、ご協力をいただいている職員の方、保護者の皆様に感謝し、
大きな節目となる今年の大学祭をスタッフ一丸となって、精一杯作り上げていきます。
ぜひご来場いただき、キャンパスや大学祭の雰囲気とともに、さらなる進化を続ける神戸学
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支部からのご案内大学見学会

交通費補助 対象の支部については、交通費の一部補助が支給されます。
受付をされた後、指定の時間に交通費補助会場までお越しください。
※次ページ参照

支部バス

支部バス 支部バス

支部バス※

支部バス※

支部バス※

各県から大学までの支部専用バスをご用意します。乗車を希望される
方は、同封しております申込ハガキに加え、支部から送付されます申
込書にもご返送よろしくお願いします。

北陸支部
今年も大学祭の季節がやってきまし
た。有瀬とポートアイランド、それぞれ
のキャンパスに学生達の笑顔がはじけ
ます。皆様、逢いに出かけましょう。支部
からは交通費補助も致します。是非と
も、ご参加ください。

交通費補助

交通費補助 交通費補助

交通費補助

交通費補助

兵庫支部
今年も大学祭に合わせて、大学見学会
が開催されます。学生たちの笑顔あふ
れる中、お子様が友と楽しむ姿やキャン
パスを見学する絶好の機会です。是非、
ご家族でご参加ください。

大阪支部
大学祭に合わせて大学見学会が行わ
れます。お子様の学び舎、又大学祭での
模擬店やステージでの発表や各サーク
ル展示などを見学できる良い機会で
す。ご家族の皆様とお気軽に参加頂き
ますようにお願いいたします。

奈良支部
今年もポートアイランドキャンパス、有
瀬キャンパスのそれぞれの大学祭を見
学できます。学生たちの笑顔あふれる
中、キャンパスを見学する絶好の機会
です。ぜひ、ご家族でご参加ください。
多数のご参加お待ちしています。

和歌山支部
今年は、ポートアイランドキャンパスの
大学祭に合わせて、バスツアーを計画
しております。子どもたちの大学での様
子を垣間見る良い機会です、ご家族で
是非ご参加ください。皆様のご参加を
お待ちしております。
※ポートアイランドキャンパス開催日のみ

三重支部
今年もポートアイランドキャンパスと有
瀬キャンパスで日を変えて開催されま
す。学生によるキャンパス見学ツアーも
行われます。会場でお渡しするチケット
で学生食堂も体験できます。交通費の
一部も会場で補助いたします。是非ご
参加ください。

山陰支部
今年も大学祭にあわせて有瀬、ポート
アイランド両キャンパスの大学見学会
を計画します。大学祭での学生たちの
様子やキャンパスを見学できる良い機
会です。今年も交通費の一部補助や学
生食堂体験など予定していますので
奮ってご参加ください。

岡山支部
子どもたちの教育環境、生活環境を見
てみる良い機会です。岡山支部では今
年もバスツアーを計画しています。ご家
族、お友達をお誘い合わせの上、ぜひご
参加ください。詳細は後日、支部からご
案内させて頂きます。
※有瀬キャンパス開催日のみ

広島支部
今年の大学見学会は、多くの方にご参
加いただきたく、交通費補助をさせて
いただきます。子供達の教育環境や学
生生活を知る良い機会です。詳細は後
日、支部よりご案内致します。皆様のご
参加をお待ちしています。

山口支部
青春のエネルギー溢れる大学祭、キャ
ンパスでお子様の成長の姿が見られる
良い機会です。山口支部の皆様も大学
見学会に是非ご参加お待ちしておりま
す。支部では、交通費の補助をいたしま
す。

徳島支部
今年度も、ポートアイランドキャンパス・
有瀬キャンパスと2日に分けての大学
見学会・大学祭及び就職説明会が開催
されます。お子様の大学生活、キャンパ
スをこの機会に是非ご覧ください。詳
細については、後日支部よりご案内い
たします。

香川支部
今年もポートアイランドキャンパス・有
瀬キャンパスと2日に分けて大学祭・大
学見学会バスツアーが開催されます。
お子様のキャンパスライフを知る良い
機会です。ぜひご家族でご参加下さい。
詳細は別途支部よりご案内致します。

愛媛支部
大学祭の期間中に両キャンパスで2回
に分けて大学見学会が開催されます。
愛媛支部では当日現地集合、自由解散
です。集合時に交通費の補助と学生食
堂体験のチケットをお渡しします。ぜひ
ご参加ください。

高知支部
今年も大学祭に合わせて大学見学会
が開催されます。気分は大学生になっ
て、参加してみませんか。子供たちの大
学生活を知る良い機会です。高知から
バスに乗ってお楽しみ企画も用意して
おります。是非、ご参加ください。
※有瀬キャンパス開催日のみ

九州北部支部
今年も大学祭の季節がやって参りま
す。合わせて恒例の大学見学会も開か
れます。ご子息のキャンパス、模擬店や
ステージ発表などを自由に見学できる
良い機会です。ご家族の皆さまで参加
されてみてはいかがでしょうか。

九州南部支部
昨年度初めて、KPCの大学見学会に参
加しましたが、教育環境の充実ぶりに驚
きました。今年は、KACの大学見学会
に参加します。楽しみにしています。交
通費補助もありますので、皆さんも是
非御参加ください。

東海支部
今年の大学見学会は、大学祭に合わせ
てポートアイランドキャンパスと有瀬
キャンパスで開催されます。お子様が学
ばれている建物、学生生活、大学祭の模
擬店やサークル展示などを見学する良
い機会です。後援会から交通費の補助
がありますので、ぜひご参加ください。

京滋支部
大学祭がポートアイランドキャンパス・
有瀬キャンパスにて開催され、合わせ
て見学会が行われます。学生たちの
キャンパスライフに触れてみませんか。
多数のご参加をお待ちしています。

交通費補助 交通費補助

交通費補助

交通費補助 交通費補助

交通費補助

神戸学院大学
第72回 土曜公開講座

2016（秋季）Green Festival

「私たちのくらしと日本経済」
日頃、私たちは日本経済のことなど気にせずに暮らしています。し
かし、日本経済の動向や状態は確実に私たちのくらしと関係があ
り、長期には大きな影響を与えます。本講座では、そうした「くらし
と日本経済の関係」を考えてみたいと思います。

10月15日（土） 経済学部
教授　田中 美生

神戸学院大学
神戸学院大学 創立50周年記念

11月19日（土）　18：00開演第380回

神戸学院大学 管弦楽団
第22回 定期演奏会

指揮／松井隆司

【本学課外活動団体による公演】

12月10日（土）　14：00開演第384回

神戸学院大学 学生放送局
第39回 放送祭『T』

【本学課外活動団体による公演】

12月4日（日）　18：00開演第382回

神戸学院大学 混声合唱団パンドラ
第29回 定期演奏会

客演指揮/西牧潤　客演ピアノ/伊賀美樹子

【本学課外活動団体による公演】

12月6日（火）　18：00開演第383回
仲道郁代　ピアノ・リサイタル
～ロマン派名曲集～

越劇の世界：梅花版『梁山伯と祝英台』

11月26日（土）　15：00開演第381回

出演／陳雪萍（杭州越劇院）
　　　陳飛（紹興小百花越劇団）
　　　鄭曼莉（温州越劇団）

会場：有瀬キャンパス メモリアルホール（9号館6階）　主催：神戸学院大学　後援：兵庫県、（公財）神戸市民文化振興財団　参加：関西元気文化圏

【入場券の入手方法】
※学生用入場券（ご家族の分もお渡し出来ます）を公演の1か月前から2
週間前までの期間に配付しますので、学生証を持参のうえ、社会連携
事務室（KPC・B号館3階）、または学生支援事務室（KAC・3号館1階）へ
お越しください。残席がある場合は締め切り後も発行します。
※天候により中止になる場合があります。詳細はHPをご覧ください。
http：//www.kobegakuin.ac.jp/social_contribution/greenfes/

【問い合わせ先】　社会連携グループ　078-974-6105

【申込方法】　氏名（ふりがな）・郵便番号・住所・電話番号・受講希望日を明記
の上、ハガキ・FAXまたはE－mailでお申し込みください。

【宛　　先】　〒650-8586　神戸市中央区港島1-1-3　神戸学院大学
社会連携グループ　FAX：078-974-2549
E-mail：renkei_info＠j.kobegakuin.ac.jp

※天候により中止になる場合があります。詳細はHPをご覧ください。
【問い合わせ先】　社会連携グループ　078-974-6105

入場
無料

「みんなで薬を育て、正しく有効利用するために
 －治験とジェネリック医薬品から考える－ 」
新しい薬を世に出すために、様々な研究を通じて、有効性と安全性
が確認されます。しかしながら、これらを成し遂げるには、国民の
協力と莫大な費用が必要になります。本講座では「治験」と「ジェネ
リック医薬品」の二つのキーワードからひも解いてみたいと思いま
す。

10月22日（土） 薬学部
教授　徳山 尚吾

「作ってみよう！家計の貸借対照表」
一般に作成されている家計簿は収支を記録したものですが、すべ
ての資産と負債の状況を記録した表まで作成されることは稀かも
しれません。家計簿に資産と負債の状況を示す貸借対照表を導入
する方法を、企業会計を参考に解説します。

10月29日（土） 経営学部
准教授　安井 一浩

「つみと裁きと日常世界」
「さばき（裁き）」は古よりいろいろの意味をもってきました。その社
会の人々の暮らしと密接でもあります。「つみ」「ハンザイ」というこ
とばを手がかりに、ご一緒に考えてみませんか。

12月17日（土） 法学部
教授　佐々木 光明

「衣装で読み解く歴史と文化」
朝一番の悩み事といえば、服選びではないでしょうか？あれこれ楽
しむ人もいるでしょう。しかし、毎日同じ格好をしている人もいま
す。私たちの装いには歴史があり、文化があります。民族衣装を中
心にして、その一端を解き明かします。

11月26日（土） 人文学部
教授　大原 良通

受講料無料

神戸学院大学創立50周年記念
2016年10月15日（土）～12月17日（土）
午後1時15分～午後2時45分
神戸学院大学 ポートアイランドキャンパス
B号館2階 B212講義室 〔神戸市中央区港島1‒1‒3〕

期　間

時　間

場　所

074603　神戸学院大学　教育後援会会報139号　P21-22

16/072001m→072701m→080201m→080202m→081701m→　（下版後訂正）083001m→
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21グリーンフェスティバル／土曜公開講座22 大学見学会のご案内

支部からのご案内大学見学会

交通費補助 対象の支部については、交通費の一部補助が支給されます。
受付をされた後、指定の時間に交通費補助会場までお越しください。
※次ページ参照

支部バス

支部バス 支部バス

支部バス※

支部バス※

支部バス※

各県から大学までの支部専用バスをご用意します。乗車を希望される
方は、同封しております申込ハガキに加え、支部から送付されます申
込書にもご返送よろしくお願いします。

北陸支部
今年も大学祭の季節がやってきまし
た。有瀬とポートアイランド、それぞれ
のキャンパスに学生達の笑顔がはじけ
ます。皆様、逢いに出かけましょう。支部
からは交通費補助も致します。是非と
も、ご参加ください。

交通費補助

交通費補助 交通費補助

交通費補助

交通費補助

兵庫支部
今年も大学祭に合わせて、大学見学会
が開催されます。学生たちの笑顔あふ
れる中、お子様が友と楽しむ姿やキャン
パスを見学する絶好の機会です。是非、
ご家族でご参加ください。

大阪支部
大学祭に合わせて大学見学会が行わ
れます。お子様の学び舎、又大学祭での
模擬店やステージでの発表や各サーク
ル展示などを見学できる良い機会で
す。ご家族の皆様とお気軽に参加頂き
ますようにお願いいたします。

奈良支部
今年もポートアイランドキャンパス、有
瀬キャンパスのそれぞれの大学祭を見
学できます。学生たちの笑顔あふれる
中、キャンパスを見学する絶好の機会
です。ぜひ、ご家族でご参加ください。
多数のご参加お待ちしています。

和歌山支部
今年は、ポートアイランドキャンパスの
大学祭に合わせて、バスツアーを計画
しております。子どもたちの大学での様
子を垣間見る良い機会です、ご家族で
是非ご参加ください。皆様のご参加を
お待ちしております。
※ポートアイランドキャンパス開催日のみ

三重支部
今年もポートアイランドキャンパスと有
瀬キャンパスで日を変えて開催されま
す。学生によるキャンパス見学ツアーも
行われます。会場でお渡しするチケット
で学生食堂も体験できます。交通費の
一部も会場で補助いたします。是非ご
参加ください。

山陰支部
今年も大学祭にあわせて有瀬、ポート
アイランド両キャンパスの大学見学会
を計画します。大学祭での学生たちの
様子やキャンパスを見学できる良い機
会です。今年も交通費の一部補助や学
生食堂体験など予定していますので
奮ってご参加ください。

岡山支部
子どもたちの教育環境、生活環境を見
てみる良い機会です。岡山支部では今
年もバスツアーを計画しています。ご家
族、お友達をお誘い合わせの上、ぜひご
参加ください。詳細は後日、支部からご
案内させて頂きます。
※有瀬キャンパス開催日のみ

広島支部
今年の大学見学会は、多くの方にご参
加いただきたく、交通費補助をさせて
いただきます。子供達の教育環境や学
生生活を知る良い機会です。詳細は後
日、支部よりご案内致します。皆様のご
参加をお待ちしています。

山口支部
青春のエネルギー溢れる大学祭、キャ
ンパスでお子様の成長の姿が見られる
良い機会です。山口支部の皆様も大学
見学会に是非ご参加お待ちしておりま
す。支部では、交通費の補助をいたしま
す。

徳島支部
今年度も、ポートアイランドキャンパス・
有瀬キャンパスと2日に分けての大学
見学会・大学祭及び就職説明会が開催
されます。お子様の大学生活、キャンパ
スをこの機会に是非ご覧ください。詳
細については、後日支部よりご案内い
たします。

香川支部
今年もポートアイランドキャンパス・有
瀬キャンパスと2日に分けて大学祭・大
学見学会バスツアーが開催されます。
お子様のキャンパスライフを知る良い
機会です。ぜひご家族でご参加下さい。
詳細は別途支部よりご案内致します。

愛媛支部
大学祭の期間中に両キャンパスで2回
に分けて大学見学会が開催されます。
愛媛支部では当日現地集合、自由解散
です。集合時に交通費の補助と学生食
堂体験のチケットをお渡しします。ぜひ
ご参加ください。

高知支部
今年も大学祭に合わせて大学見学会
が開催されます。気分は大学生になっ
て、参加してみませんか。子供たちの大
学生活を知る良い機会です。高知から
バスに乗ってお楽しみ企画も用意して
おります。是非、ご参加ください。
※有瀬キャンパス開催日のみ

九州北部支部
今年も大学祭の季節がやって参りま
す。合わせて恒例の大学見学会も開か
れます。ご子息のキャンパス、模擬店や
ステージ発表などを自由に見学できる
良い機会です。ご家族の皆さまで参加
されてみてはいかがでしょうか。

九州南部支部
昨年度初めて、KPCの大学見学会に参
加しましたが、教育環境の充実ぶりに驚
きました。今年は、KACの大学見学会
に参加します。楽しみにしています。交
通費補助もありますので、皆さんも是
非御参加ください。

東海支部
今年の大学見学会は、大学祭に合わせ
てポートアイランドキャンパスと有瀬
キャンパスで開催されます。お子様が学
ばれている建物、学生生活、大学祭の模
擬店やサークル展示などを見学する良
い機会です。後援会から交通費の補助
がありますので、ぜひご参加ください。

京滋支部
大学祭がポートアイランドキャンパス・
有瀬キャンパスにて開催され、合わせ
て見学会が行われます。学生たちの
キャンパスライフに触れてみませんか。
多数のご参加をお待ちしています。

交通費補助 交通費補助

交通費補助

交通費補助 交通費補助

交通費補助

神戸学院大学
第72回 土曜公開講座

2016（秋季）Green Festival

「私たちのくらしと日本経済」
日頃、私たちは日本経済のことなど気にせずに暮らしています。し
かし、日本経済の動向や状態は確実に私たちのくらしと関係があ
り、長期には大きな影響を与えます。本講座では、そうした「くらし
と日本経済の関係」を考えてみたいと思います。

10月15日（土） 経済学部
教授　田中 美生

神戸学院大学
神戸学院大学 創立50周年記念

11月19日（土）　18：00開演第380回

神戸学院大学 管弦楽団
第22回 定期演奏会

指揮／松井隆司

【本学課外活動団体による公演】

12月10日（土）　14：00開演第384回

神戸学院大学 学生放送局
第39回 放送祭『T』

【本学課外活動団体による公演】

12月4日（日）　14：00開演第382回

神戸学院大学 混声合唱団パンドラ
第29回 定期演奏会

客演指揮/西牧潤　客演ピアノ/伊賀美樹子

【本学課外活動団体による公演】

12月6日（火）　18：00開演第383回
仲道郁代　ピアノ・リサイタル
～ロマン派名曲集～

越劇の世界：梅花版『梁山伯と祝英台』

11月26日（土）　15：00開演第381回

出演／陳雪萍（杭州越劇院）
　　　陳飛（紹興小百花越劇団）
　　　鄭曼莉（温州越劇団）

会場：有瀬キャンパス メモリアルホール（9号館6階）　主催：神戸学院大学　後援：兵庫県、（公財）神戸市民文化振興財団　参加：関西元気文化圏

【入場券の入手方法】
※学生用入場券（ご家族の分もお渡し出来ます）を公演の1か月前から2
週間前までの期間に配付しますので、学生証を持参のうえ、社会連携
事務室（KPC・B号館3階）、または学生支援事務室（KAC・3号館1階）へ
お越しください。残席がある場合は締め切り後も発行します。
※天候により中止になる場合があります。詳細はHPをご覧ください。
http：//www.kobegakuin.ac.jp/social_contribution/greenfes/

【問い合わせ先】　社会連携グループ　078-974-6105

【申込方法】　氏名（ふりがな）・郵便番号・住所・電話番号・受講希望日を明記
の上、ハガキ・FAXまたはE－mailでお申し込みください。

【宛　　先】　〒650-8586　神戸市中央区港島1-1-3　神戸学院大学
社会連携グループ　FAX：078-974-2549
E-mail：renkei_info＠j.kobegakuin.ac.jp

※天候により中止になる場合があります。詳細はHPをご覧ください。
【問い合わせ先】　社会連携グループ　078-974-6105

入場
無料

「みんなで薬を育て、正しく有効利用するために
 －治験とジェネリック医薬品から考える－ 」
新しい薬を世に出すために、様々な研究を通じて、有効性と安全性
が確認されます。しかしながら、これらを成し遂げるには、国民の
協力と莫大な費用が必要になります。本講座では「治験」と「ジェネ
リック医薬品」の二つのキーワードからひも解いてみたいと思いま
す。

10月22日（土） 薬学部
教授　徳山 尚吾

「作ってみよう！家計の貸借対照表」
一般に作成されている家計簿は収支を記録したものですが、すべ
ての資産と負債の状況を記録した表まで作成されることは稀かも
しれません。家計簿に資産と負債の状況を示す貸借対照表を導入
する方法を、企業会計を参考に解説します。

10月29日（土） 経営学部
准教授　安井 一浩

「つみと裁きと日常世界」
「さばき（裁き）」は古よりいろいろの意味をもってきました。その社
会の人々の暮らしと密接でもあります。「つみ」「ハンザイ」というこ
とばを手がかりに、ご一緒に考えてみませんか。

12月17日（土） 法学部
教授　佐々木 光明

「衣装で読み解く歴史と文化」
朝一番の悩み事といえば、服選びではないでしょうか？あれこれ楽
しむ人もいるでしょう。しかし、毎日同じ格好をしている人もいま
す。私たちの装いには歴史があり、文化があります。民族衣装を中
心にして、その一端を解き明かします。

11月26日（土） 人文学部
教授　大原 良通

受講料無料

神戸学院大学創立50周年記念
2016年10月15日（土）～12月17日（土）
午後1時15分～午後2時45分
神戸学院大学 ポートアイランドキャンパス
B号館2階 B212講義室 〔神戸市中央区港島1‒1‒3〕

期　間

時　間

場　所

074603　神戸学院大学　教育後援会会報139号　P21-22

16/072001m→072701m→080201m→080202m→081701m→



正 門

北 門

バスターミナル

ポートアイランドキャンパス行き
バスターミナル

神戸学院大学 教育後援会
〒651-2180　兵庫県神戸市西区伊川谷町有瀬518番
TEL：078-974-6195　MAIL：kouenkai@j.kobegakuin.ac.jp
http://www.kobegakuin.ac.jp/support/education_support/

地球環境保護のため、この印刷物にはFSC®認証紙および植物油インキを使用しています。

公式HPだけでは紹介しきれない神戸学院大学の
魅力を、随時更新しお伝えしています。

http://www.facebook.com/kobegakuinUniversity

facebook

★皆さまからの　　いいね！も
　お待ちしています。

1392016 SEPTEMBER

開　催　地

日　　　程
受　　　付

プログラム

交通費補助
受 付 会 場

注　　　意

ポートアイランドキャンパス

2016 年 11月 3日（木・祝）
D号館 1階コミュニケーションモール

有瀬キャンパス

2016 年 11月 5日（土）
9号館 3階ロビー

10：00～

10：00～
11：00～13：00

13：00～

受付開始（12時まで）
大学見学会パンフレット、模擬店や食堂体験で利用する金券チケット
等をお渡ししますので、必ずお立ち寄りください。
大学祭スタート
食堂体験
ポートアイランドキャンパス：フードコートシーガル（Ｄ号館１階）
有瀬キャンパス：レストランハーフタイム（9号館3階）（予定）
①～④いずれか一つお選びください。
①就職全体説明会（13：00～14：00）
2016年の就職環境と保護者の役割　講師：㈱マイナビ
就職個別懇談（14：00～ 2時間程度）※希望者のみ

②キャンパス見学ツアー（13：00～14：00）
学生による講義室、図書館などの見学ツアー

③キャンパス見学ツアー（14：30～15：30）
学生による講義室、図書館などの見学ツアー

④大学祭見学（自由見学）

D号館 1階 101講義室
（11:30～ 12:30）

9号館 2階 921講義室
（11:30～ 12:30）

・本学の駐車場は利用できません。電車・バスをご利用ください。
・所属支部の専用バスで来学される場合は、支部の行程表をご確認のうえ、参加コースをお選びください。
・申込受付の返信はいたしませんので、当日会場までお越しください。
 また、申込み受付終了後の内容変更・キャンセルにつきましては、11月2日（水）までに
 教育後援会事務局（078-974-6195）にご連絡をお願いします。

正 門

・交通費補助対象の支部については、22ページでご確認ください。
・必ず上記時間内にお越しください。時間外につきましては、対応致しかねますので、ご了承ください。
・事前に参加申し込みされたご家族分（人数分）のみ交通費の補助対象となります。

　今年度も両キャンパスで開催されます135フェスティバル（大学祭）にあわせて、『教育後援会大学見学会』を
開催いたします。専用バスのご用意や交通費の補助を行う支部もございますので、この機会をご利用いただき、普
段見ることのないお子様の大学生活をご覧ください。
　下記の内容をご確認の上、参加を希望される方は同封のハガキにて10月７日（金）までにお申し込みください。
皆様のご参加をお待ちしております。
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教育後援会 大学見学会の開催
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